
中
国
に
お
け
る
国
家
と
宗
教

ー

宋

代
、

禅

宗
寺

院

の
経

済

を
手

が

か
り

と

し

て

ー

永

井

政

之

剛
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い

っ
た
い
、
仏
教
が
中
国
に
伝
来
し
て
以
後
、
国
家
社
会
と
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
か
は
、
い
わ
ゆ
る
仏
教
教
団
に
と

っ
て
、
宿

命
的
と
も
言
、兄
る
課
題
で
あ

っ
た
。
東
晋
の
慧
遠
に
よ
る

「沙
門
不
敬
王
者
論
」
は
、
方
外

の
者
と
し
て
、
権
力
に
迎
合
す
る
こ
と
を
拒

否
し

た
典
型
的
な
例
と
み
て
よ
い
。

し
か
し
、
考
え
よ
う
に
よ
っ
て
は
、
慧
遠
の
主
張

は
、
あ
る
種

の
理
想
を
述
べ
た
も
の
と
み
て
よ
い
。
中
国
の
仏
教
教
徒

は
、
多
く
の
場

合
、
権
力
と
の
接
触
を
否
定
し
つ
つ
、
現
実
と
し
て
は
、
権
力

に
よ
る
庇
護
を
利
用
し
て
、
そ
の
教
線
を
拡
大
し
て

い
っ
た
と
み
る
こ
と

(
1
)

も
可
能
で
あ
り
、
そ
こ
に
教
理
的
側
面
を
見
よ
う
と
す
る
人
も
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
中
国

に
お
い
て
は
立
て
前
と
現
実
の
狭
間
で
苦
悩
す
る
仏
教
者
の
姿
が
ふ
つ
う
の
こ
と
で
あ
り
、

そ
れ
は
唐
末
五
代

を
経

て
、
宋
代
に
確
立
す
る
禅
宗
教
団

の
場
合
も
例
外
で
は
な
い
。

〔禅
苑
清
規
〕

の
世
界
が
、
〔百
丈
古
清
規
〕
の
理
想
を
継
承
し
つ
つ
も
、
宋
代

に
お
け
る
大
土
地
所
有
制
度
を
否
定
せ
ず
、
ー

つ
ま
り
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荘
園
を
擁
し
i

、
従

っ
て
、
そ
れ
を
直
接
管
理
す
る
職
位
と
し
て
の
荘
主
が
存
在
す
る
な
ど
、
経
済
的
背
景
を
無
視
し
え
な
い
と
は
、

(
2
)

夙

に
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

さ
ら
に
、
そ
こ
に
生
き
る
禅
者
の
中
に
は
、
積
極
的
に
三
教
の
一
致
、
王
法
と
仏
法
の
一
致
な
ど
を
唱
え
、
畢
寛
、
現
実
の
社
会
の
諸

相

に
法

の
具
現
を
み
よ
う
と
す
る
例
さ
え
も
み
ら
れ
る
。

高
僧
名
僧
と
し
て
、
歴
史
に
そ
の
名
を
留
め
る
禅
者
の
多
く
は
、
権
力
と
の
交
渉
を
あ
え
て
否
定
は
し
な
い
。
考
え
て
み
れ
ば
、
否
定

し
な
い
か
ら
こ
そ
、
歴
史
に
そ
の
名
を
留
め
る
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
彼
ら
が
、
国
家
と
宗
教
と
の
関
係
を
無
条
件
に
認
め
た
か
否
か
は
し
ば
ら
く
措
く
必
要
が
あ
る
。
あ

る
い
は
彼
ら
は
、
体

制

の
中
に
存
在
し
つ
つ
も
、

一
方
で
は
禅
者
と
し
て
方
外
の
士
と
し
て
の
あ
り
よ
う
を
模
索
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
資
料
に
、
そ

の
内
面

の
葛
藤
が
出
て
く
る
こ
と
は
少
な
い
。

遺
さ
れ
た
語
録
は
、

立
て
前
の
世
界
と
、

国
家
仏
教

の
世
界
の
二
重
構
造
を
持

つ
。

も
ち
ろ
ん
そ
こ
で
は
、

長

い
戦
乱
を
経
て
よ
う

(
3
)

や
く
国

の
平
安
を
み
た
と
い
う
時
代
的
背
景
、
さ
ら
に
異
民
族
と
の
対
決

の
中
で
醸
成
さ
れ
た
国
家
主
義

の
雰
囲
気
を
無
視
し
え
な
い
。

禅
僧
と
い
え
ど
も
国
民
の

一
人
で
あ
る
こ
と
に
か
わ
り
な
い
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
い
か
に
民
衆
の
支
持
が
あ

っ
た
と

し
て
も
、
文
字
通
り
、

(
4
)

体
制
か
ら

ニ
ラ
ま
れ
る
こ
と
は
、
個
人
ど
こ
ろ
か
教
団

の
破
滅
に
も
つ
な
が
り
か
ね
な
い
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
南
宋
代
に
い
た

っ
て
成
立
し
た
と
い
う
、
所
謂

「
五
山
十
刹
」

の
制
度
は
、
禅
の
教
団
と
国
家
と
の
関
係
を
典
型
的
に
示

す
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

「
思
わ
れ
る
」
と
す
る
の
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
筆
者
自
身
が

「
五
山
十
刹
」
の
制
度
を
ど
の
よ
う
に

把
握
し
た
ら
よ
い
の
か
、
今

の
と
こ
ろ
確
信
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

仮
に
、
従
来
説
か
れ
る
よ
う
な
、
官
立
寺
院
と
し
て
の
色
あ

い
を
強
く
も

っ
た
も
の
と
み
る
と
、

一
面
で
は
、
禅

の
教
え
が
素
晴
し
い

も

の
と
し
て
、
国
家
の
公
認
す
る
と
こ
ろ
と
な

っ
た
と
も
捉
え
う
る
。
が

一
方
で
は
、
権
力
に
取
り
込
ま
れ
た
禅
と

い
う
図
式
も
浮
び
上

が

る
。
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少
な
く
と
も
、
方
外
の
士
と
し
て
、
例
え
ば
五
山

へ
の
入
院
を
拒
否
し
た
例
は
寡
聞

に
し
て
聞
く
こ
と
が
な
い
。

(
5
)

(
6

)

(
7
)

い
ず
れ
に
せ
よ
、
五
代
に
そ
の
端
緒
を
求
め
う
る
と
も
言
う
、
国
家
と
禅
宗
教
団
と
の
関
係
は
、
勅
号
の
下
賜
、
祝
聖
行
事
の
定
着
、

勅
額
下
賜
な
ど
を
通
し
て
、
よ
り

一
層

の
緊
密
化
が
は
か
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
頂
点
に
、
五
山
十
刹
の
制
度
は
あ

る
と
み
て
よ
い
。

(
8
)

五
山
十
刹
制
度
の
制
定
を
め
ぐ

っ
て
は
、
近
年
、
石
井
修
道
氏

に
よ

っ
て
、
精
力
的
な
解
明
が
な
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、

そ
れ
が
寺
院
に
対
す
る
国
家
統
制
の
強
化
の
側
面
を
持

つ
こ
と
は
否
め
な
い
の
で
は
な
い
か
。

中
国
で
は
納
税
、
徴
兵
、
樒
役

に
か
か
わ
る
こ
と
も
あ
り
、
正
式
な
出
家
者

に
は
必
ら
ず
度
牒
が
発
行
さ
れ
た
が
、

一
方
で
は
、
寺
院

(
9
)

の
荘
園
に
対
す
る
課
税
、
さ
ら
に
南
宋
で
は
、
丁
税

に
か
わ
る
も
の
と
し
て
の
清
閑
銭
の
徴
収
も
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
も
そ
の
税
額

は
、
決
し
て
少
な
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。
立
て
前
か
ら
す
れ
ば
、
住
持
は
修
行
僧
達

の
清
閑
銭
を
集
め
、
田
租
と
と
も
に
国
家

(
10

)

へ
納

め
る
納
税
者
で
も
あ

っ
た
。
そ
の
上
、
寺
院

へ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が
命
ぜ
ら
れ
る
こ
と
も
あ

っ
た
と
も
い
う
。

か
く
し
て
、
宋
代

の
禅
者
は
、
必
ず
し
も
経
済
的
に
余
裕
の
あ
る
生
活
を
送

っ
た
と
は
限
ら
な
い
ら
し
い
。

こ
の
小
論
で
は
、
五
山
ー
特
に
天
童

・
阿
育
両
刹
1
の
田
地
数
を
勘
案
し
つ
つ
、
宋
代

に
お
け
る
、
寺
院

の
経
済
状
態
に
つ
い
て
考
え

て
み
る
こ
と
と
し
た
い
。

と

は
言
え
、
後
述
も
す
る
よ
う
に
情
報
量
は
訪
る
意
味
で
、
か
な
り
限
定
さ
れ
る
。
と
り
あ
え
ず
各
寺

の
寺
誌
に
よ
る
に
し
て
も
、
1

統

一
さ
れ
て
編
集
さ
れ
た
寺
誌
で
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
当
然
で
あ
る
に
し
て
も
ー

か
な
り
詳
細
に
亘

っ
た
も

の
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
数
字

が
不
明
な
も
の
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な

っ
た
姿
勢
を
示
す
。

何

は
と
も
あ
れ
、
五
山
の
寺
誌
が
示
す
そ
れ
ぞ
れ
の
寺
産
を
み
る
必
要
が
あ
る
。

二

 

周

知

の

よ
う

に
、

五

山

と

そ

の
開
山

、
所

在

は
、
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径
山
興
聖
万
寿
寺

北
山
景
徳
霊
隠
寺

天
童
山
景
徳
寺

南
山
浄
慈
光
孝
寺

阿
育
王
山
広
利
寺

径
山
道
欽

慧
理
三
蔵

義
興
永
明
延
寿

宣
密
素

明 杭 明 杭 杭

少H少 卜1少卜1少卜1グ・卜i

 

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
寺
院
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
寺
誌
が
あ
る
。
筆
者
が
主
と
し
て
依
用
し
た
の
は
、
近
年
、
台
北
明
文
書
局
よ
り
印
行
さ
れ

た

〔中
国
仏
寺
史
志
彙
刊
〕
所
収

の
そ
れ
ら
で
あ
り
、
今
、
底
本
と
な

っ
た
も
の
を
列
挙
す
る
と
、

1

径
山
志

一
四
巻

奎
光
編

明
、
天
啓
四
年

(
一
六
二
四
)
刊

2

霊
隠
寺
誌

八
巻

孫
治
編

・
徐
増
重
編

清
、
光
緒

一
四
年

(
一
八
八
八
)
刊

3

新
纂
天
童
寺
志

一
〇
巻

徳
介

・
聞
性
道
共
編

清
、
嘉
慶
年
間

(
一
七
九
六
i

一
八
二
〇
)
重
刊

4

浄
慈
寺
志

二
〇
巻

清
、
光
緒

一
四
年

(
一
八
八
八
)
刊

5

阿
育
王
寺
志

一
六
巻

郭
子
章
編

清
、
乾
隆
二
二
年

(
一
七
五
七
)
刊

と
な
る
。
さ
ら
に
大
化
書
局
刊
行

の

〔宋
元
地
方
志
叢
書
〕
所
収
の

〔宝
慶
四
明
志
〕
(
以
下

〔
四
明
志
〕
)
の
存
在

も
重
要
で
あ
る
。
こ

れ
ら
に
よ
っ
て
考
え
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

〈
径
山
万
寿
寺
〉

〔
径
山
志
〕
の
記
事
に
よ
れ
ば
、

五
山
第

一
の
径
山
も
、

元
末
の
兵
火
に
罹
り
、
洪
武
年
間

(
一
三
六
八
i

一
三
九
八
)

に
重
建
さ
れ
、

周
辺
の
寺
二
〇
余
を
そ
の
下
院
と
し
て
支
配
し
た
と
い
う
。

〔径
山
志
〕
巻

一
四

「寺
産
」

に
よ
れ
ば
、
か
つ
て
径
山
に
は
、
蘇
州
径
山

庄

、
湖
州
庄
、
毘
山
庄
、
嘉
興
庄
、
仁
和
庄
が
あ
り
、
さ
ら
に
径
山
港
口
に
は
草
蕩
三
〇
〇
〇
畝
が
あ

っ
た
と
い
う
。
ど

の
位

の
も

の
で

あ

っ
た
の
か
、
具
体
的
な
数
が
不
明
な
の
で
あ
る
が
、
〔径
山
志
〕
巻
四
で
は
、

理
宗
が
、

祈
雨
の
功
あ
り
と
し
て
平
江
府

(蘇
州
)
の
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敷
羅

米
九
〇
〇
〇
余
石
を
免
じ
、
ま
た
諸
般

の
差
科
敷
役
を
蜀
免
し
た
こ
と
を
伝
え
る
。
後
述
す
る

一
畝
二
～
三
石
の
生
産
を
平
均
と
み

れ
ば
、
蘇
州

に
だ
け
で
も
、
径
山
は
三
〇
〇
〇
～
四
五
〇
〇
畝
の
荘
園
を
有
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
だ
け
で
は
、
全
体
の
量
が
判

然
と
し
な
い
が
、
例
え
ば
、

〔建
炎
以
来
朝
野
雑
記
〕
甲
集
巻

一
六
の

「
僧
寺
常
住
田
」

の
中
で
、

今
、
明
州

の
育
王
、
臨
安

の
径
山
寺
等
の
寺
の
常
住
は
、
上
輿
に
し
て
、
多
き
は
数
万
畝

に
至
る
。
そ
の
間
、
又
、
特
に
旨
有
り
て
、

支
を
免
じ
科
配
を
移
す
は
、
頗
る
民
間
の
患
い
と
為
る
。

と
さ
れ
る
の
を
勘
案
す
る
と
、
そ
れ
ら
の
合
計
は
膨
大
な
量
と
な
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

と
こ
ろ
で

〔径
山
志
〕
は
、
明
末
の
時
点
で
寺
産
が
廃
さ
れ
、
わ
ず
か
に

梅
谷
庄

市
村
田
五
〇
畝

地

一
〇
畝

山

一
号

臨
安
庄

田
四
〇
畝

・
山
六
号

(大
王
鳩
)

田
四
〇
畝

・
山

一
号

(独
山
鳩
)

伝
衣
庄

山
八
〇
畝

臨

安

山
八
畝
五
分

嘉

興

田

一
五
畝

大
殿
常
住

山
六
四
畝

(曹
仰
大
南
鳩
)

山

一
〇
畝

(後
童
鳩
)

山

一
五
畝

(風
高
嶺
)

山

一
五
畝

(四
郎
鳩
南
、
後
山郎
頂
)

山

一
〇
畝

(竜
潭
裏
)

が
旧
額
と
し
て
あ
り
、
右

の
ほ
か
に
、
明
末
で
は
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山

四
〇
畝
五
分

(妙
香
庵
、
行
童
坑
、
半
山
亭
)

山

一
五
畝
二
分

(開
山
碑
牌
)

山

六
二
畝

(横
嶺
頭
)

山

一
五
〇
畝

(薙
萄
坪
)

山

三
二
畝

(林
家
坑
横
青
嶺
)

地

四
畝
四
分
五
厘

(
大
慧
門
首
南
塔
)

が
あ

っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
山

一
号
と
い
う
の
は
、

一
山
全
体
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
あ
ろ
う
か
ら
、
厳
密
な
畝
数
は
知
り
え
な
い
の

だ
が
、
右
を
総
計
す
る
と
、
明
末
の
径
山
は
、

山

五
〇
二
畝
二
分
+
山
八
号

田

一
四
五
畝

(含
市
村
田
)

地

一
四
畝
四
分
五
厘

の
地
を
寺
産
と
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に

〔径
山
志
〕
は
、
径
山
の
管
理
下
に
置
か
れ
た
寺
院
の
所
有
と
し
て

観
音
殿

柴
山
共

一
〇
畝

(
対
過
川
)

山
五
畝

(行
童
坑
)

恵
力
寺

山
五
〇
畝

(棋
葉
石
)

大
安
寺

山
田
共

一
二
畝

真
寂
院

田
三
〇
余
畝

(銭
塘
県
界
)

す

　

ゆ

　

田
六
畝

・
田
二
畝
五
分

(銭
塘
県
界
洋
山
坪
)

田

=
二
畝
三
分

(余
杭
県
界
小
呉
山
塔
水
橋
)
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田
八
畝

(免
滴
化
湾
圷
)

柴
竹
茶
山
二
二
〇
畝

(厚
郎
鳩
北
山
)

静
室

一
所

(
同
右
)

山
六
〇
畝

(
同
右
)

山
六
畝

(
同
右
)

山
二
〇
五
畝

(同
右
、
も
と
安
衆
寺
所
属
)

南

湖
地
蔵
殿

殿
基

一
二
畝

化
城
寺

山
田
地
七
二
五
畝

安
楽
寺

山
八
四
畝

(東
南
隅

一
島
禅
師
鳩
)

地
八
畝
八
分

(同
右
)

つ

　

寂

照
庵

山
二
四
〇
畝

を
記

す
。

ち
な
み
に
管
轄
下
に
あ
る
こ
と
は
、

そ
の
ま
ま
納
税
を
代
行
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば

〔
径
山

志
〕

の

「南
湖
地
蔵
殿
」

の
項
で
は
、

又
、
湖
の
傍
ら
は
、
久
し
く
荒
廃
し
、
土
、
及
び
土
堆
の
二
処
は
、
僧
海
聞
、
天
啓
三
年
に
水
利
の
道
を
呈
す
。
王
潅
、
開
墾
す
。

陞
科
す
る
に
行
県
、
額
税

一
両
八
銭
に
議
定
す
。

な
ど
と
記
す
。

右

は
、
地
蔵
殿
の
土
地
が
開
墾
さ
れ
、
そ
こ
に
一
両
八
銭

の
税
が
か
け
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
が

〔径
山
志
〕

に
収
録

さ
れ

て
い
る
こ
と
は
、
径
山
と

一
轄
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

つ
ま
り
、
右
の
諸
刹
の
寺
産

は
、
径
山

の

も

の
と
見
な
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
か
く
考
え
て
、
先
の
総
計
に
諸
刹
の
そ
れ
を
加
え
て
み
る
と
、
該
算
な
が
ら



中国における国家と宗教124

山

一
八
八
七
畝
二
分
+
山
八
号

(含
化
城
寺
分
)

田

一
三
四
九
畝
五
分

柴
竹
茶
山

二
二
〇
畝

税

一
両
八
分
に
相
当
す
る
開
墾
地

と
な
る
。

〈
北
山
霊
隠
寺
〉

〔
霊
隠
寺
志
〕
巻
二
に
よ
る
と
、
明
宣
徳
七
年

(
一
四
三
二
)
の

〔旧
志
〕
所
載
と
し
て
、
そ
の
時
点

で
、

山

九
八
畝
三
分

民
山

一
五
頃
七
八
畝
八
分

官
民
田
山
共

一
九
八
頃
九
八
畝
八
分
九
厘

一
毫

が
あ

っ
た
こ
と
を
伝
え
る
。
と
こ
ろ
で

〔宋
高
僧
伝
〕
巻

一
五
に
よ
る
と
、
唐
代
、
貞
元
中

(
七
八
五
i
八
〇
四
)

に
道
標
が
田
地
を
置

い
て
年

に
万
石
を
収
め
た
と
い
う
。
そ
れ
は
と
も
か
く

〔霊
隠
寺
志
〕
で
は
、

天
聖
三
年

(
一
〇
二
五
)
、
皇
太
后

の
賜
銭
に
よ
り
、
杭

州

銭
塘
県
の
山
林
田
土
五
頃
、
塩
官
県
思
亭
郷
の
水
田

一
〇
〇
〇
頃
、
秀
州
崇
徳
県
積
善
郷

の
水
田

一
〇
〇
〇
頃
が
購
入
さ
れ
、
そ
れ
ら

の
秋
糧
夏
税

は
免
除
さ
れ
た
と

い
う
。
右
の
免
除
は
、
い
つ
の
時
か
ら
か
課
税
さ
れ
た
ら
し
く
、
の
ち
天
聖
八
年

に
は
、
秋
夏
二
税
と
し

て
の
紬
絹
三
四
匹
、
赤
線
二

一
両
二
銭
、
米
七
三
石
七
斗

の
免
除

の
申
請
が
な
さ
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ

〔寺
誌
〕
巻
五
上
で
は
、
天
聖
八
年
の
糧
田
を

=
二
〇
〇
〇
畝
と
伝
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
霊
隠
寺

の
寺
田
も
、
順
治
の
初
め
の
頃
に
は
烏
有
に
帰
し
て
お
り
、
順
治
六
年

(
一
六
四
九
)

の
時

に
は
、
山
や
境
内
地

の
総
計
が

一
八
〇
畝
五
分
八
厘
二
毫
と
な

っ
て
い
た
と
い
う
。
具
徳
弘
礼

(
一
六
〇
〇
1

一
六
六
七
)
の
入
院
後

に
は
寄
進
も
あ

っ
て
、

山

一
二
四
二
畝
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地

一
四
畝
七
分

一
厘
三
毫

合
計

一
二
五
六
畝
七
分

一
厘
三
毫

に
増
加
、
さ
ら
に

山

九
六

一
畝
六
分

一
厘

地

一
四
〇
畝
二
分
八
厘
八
毫

蕩
地

三
畝
八
分
三
厘

合
計

一
一
〇
五
畝
七
分
二
厘
八
毫

の
寄
進
が
あ

っ
た
と
い
う
。
か
く
し
て
毎
年
、
禅
堂
の
た
め
に
銀
三
二
両
五
銭
八
分
七
厘
三
毫
が
上
納
さ
れ
、
ま
た
米

一
七
石
六
斗
五
升

五
合

三
勺
、
漕
裁
銀
四
両
六
銭
三
分
九
厘
四
毫
が
上
納
さ
れ
た
と
い
う
。

〈
天
童
山
景
徳
寺
〉

〔天
童
寺
志
〕
巻
九
に
よ
れ
ば
、
南
宋
以
後
、
天
童
山

に
は
三
六
荘
、
田

一
三
〇
〇
〇
畝
が
あ

っ
た
と
い
う
。

右
の
数
字
と
、

ほ
ぼ
同
じ

内
容

と
し
て
は
、
嘉
定

一
六
年

(
一
二

一
三
)
の
劉
昌
詩

〔藍
浦
筆
記
〕
巻
六

「
四
明
寺
」

の
項
で
、

天
童
は
日
に
千
僧
を
飯
わ
せ
、
育
王
も
亦
た
七
八
百
人
の
行
僕
を
下
ら
ず
。
是
れ
に
称
う
に
、
是
れ
天
童
は
歳

に
穀
三
万
五
千
斜
を

収
め
、
育
王
は
三
万
斜
な
り
。
且
つ
諸
庫
に
分
布
す
る
も
、
以
て
民

の
利
な
け
れ
ば
、
等
し
く
之
を
下
し
、
要
ら
ず
皆
な
食
足
る
の

道
有
り
。

と
伝

え
る
こ
と
を
挙
げ
う
る
。
と
こ
ろ
が
、
〔
四
明
志
〕
巻

=
二
に
あ

っ
て
は
、

田

三
二
八
四
畝

山

一
八
九
五
〇
畝

を
常
住
と
し
て
伝
え
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
し
ぼ
ら
く
措
く
。
の
ち
崇
禎
六
年

(
一
六
三
三
)

の
陳
樹
動

の
記

に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
点
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で
も寺

田

万

山

二
〇
六
〇
畝

で
あ

っ
た
と
い
う
。
の
ち
衰
微
し
た
天
童
山
で
あ
る
が
、
密
雲
円
悟

(
一
五
六
六
-

一
六
四
二
)
が
復
興
に
尽
力
し
、

山

・
柴
山
等

八

一
一
畝

一
分

が

回
復
、
さ
ら
に
順
治
四
年

(
一
六
四
七
)
、
円
悟
の
法
嗣
の
費
隠
通
容

(
一
五
九
三
-

一
六
六

一
)
は
、

侵
田

三
〇
〇
余
畝

を
回
復
、
さ
ら
に
康
煕
年
間

(
一
六
六
二
i

一
七
二
二
)

に
は
、
山
暁
本
哲
が
、

田

三
〇
〇
余
畝

を
増
加
せ
し
め
た
と
い
う
。
結
果
と
し
て
許
弘
勲

「免
倍
記
」

は
、
天
童
寺

の
斎
田
と
し
て
八
〇
〇
余
畝

の
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

山

に
つ
い
て
は
、
具
体
的
数
字
が
不
詳

で
あ
る
が
、
円
悟
の
復
興
時
点
よ
り
増
加
し
て
い
る
こ
と
は
疑

い
な
い
。

〈南
山
浄
慈
寺
〉

〔浄

慈
寺
志
〕
巻
六

「寺
産
」
に
よ
る
と
、
浄
慈
寺

に
は
、
宋
元
代
を
通
じ
て

一
〇
〇
頃

(
一
〇
〇
〇
〇
畝
)
の
常
住
田
が
あ

っ
た
と
い
う
。

こ
の
数
は
、

の
ち
次
第
に
減
少
し
、
嘉
靖
四
〇
年

(
一
五
六

一
)

に
は

一
八
〇
〇
余
畝
、
万
暦
年
間

(
一
五
七
三
-

一
六
二
〇
)
に
は

三
〇
〇
畝
に
ま
で
激
減
し
た
と
い
う
。
そ
れ
で
も
、
光
緒

一
四
年

(
一
八
八
八
)

に
は
、

田

六
九
二
畝
二
分
五
厘
四
毫
二
糸

地

二
〇
七
畝
三
分
七
厘
七
毫

山

一
七
二
畝
二
分
六
厘
六
毫

蕩

四
九
畝
五
分

一
厘

一
毫



の
寺
産
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
合
計
は
、

=

一
=

畝
四
分
七
厘
二
糸

で
あ

る
と

い
う
。
右

の
合
計
数
と
、
実
際
に
累
計
し
た
数
と
は
若
干
数
字
に
違

い
が
あ
る
。

〈
阿
育
王
山
広
利
寺
〉

〔
阿
育
王
山
志
〕
巻
七
に

「福
田
常
住
」

の
項
が
あ
り
、

い
く
つ
か
の
貴
重
な
資
料
を
収
録
す
る
が
、

そ
こ
で
は
明
代

に
お
け
る
寺
産
が

ど
の
程
度
あ

っ
た
の
か
、
明
確
な
数
字
が
記
録
さ
れ
な
い
。
ひ
る
が
え

っ
て

〔四
明
志
〕

に
よ
れ
ば
、
紹
興
三
年

(
一
=
一一三
)
震
奎
閣

の
建

立
に
と
も
な

っ
て
、
田

一
二
五
〇
畝
が
賜
わ
り
、
さ
ら
に
仏
照
徳
光

(
=

二

一
-

一
二
〇
三
)

に
高
宗
よ
り
新
穀
五
〇
〇
〇
石
が

下
賜
さ
れ
た
旨
を
伝
え
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
阿
育
王
寺
に
は

常
住
田

三
、
八
九
五
畝

山

一
二
、
〇
五
〇
畝

が
あ

っ
た
と
い
う
。
た
だ
し
、
先
の

〔建
炎
以
来
朝
野
雑
記
〕

の
記
事
を
そ
の
ま
ま
信
ず
る
な
ら
、
数
万
畝

(数
百
頃
)

の
寺
田
が
あ

っ

た
こ
と
に
な
り
、
〔薦
浦
筆
記
〕
か
ら
す
れ
ば
三
万
石
の
収
穫
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

127中 国における国家 と宗教

三

 

以
上
、
五
山

の
寺
産
を
概
観
し
た
の
で
あ
る
が
、
依
用
し
た
資
料
を
限
定
し
た
た
め
、
各
寺

の
寺
産
を
十
分
に
把
握
し
え
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
右

の
数
字

の
吟
味
は
し
ば
ら
く
措
く
も
の
と
し
、
ま
ず
宋
代
に
限
定
し
て
考
え
て
み
よ
う
。
先
に
も
触
れ
た

〔宋
元
地
方
志
叢

書
〕

は
、
そ
の
名

の
示
す
と
お
り
、
宋
元
代

の
地
方
志
を
収
録
し
て
貴
重
で
あ
る
が
、
惜
し
む
ら
く
は
、
そ
れ
ら
を
利
用
し
て
も
、
五
山

の
総

て
を
十
全
に
お
さ
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
も
ち
ろ
ん
宋
代
の
寺
産
を
具
体
的
に
記
し
た
例
も
あ
る
が
、
同

一
の
時
点
と
い
う
わ
け

に
は
い
か
な
い
。
従

っ
て
こ
れ
は

一
応

の
目
安
の
範
囲
に
と
ど
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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か
く
し
て
問
題
は
あ
る
も

の
の
、

一
応
確
実
に
お
さ
え
う
る
の
は
、
天
童
山
と
阿
育
王
山
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
と
り
あ
え
ず

は
、
こ
の
二
刹
に
視
点
を
す
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

結
局
、

〔
四
明
志
〕
巻

一
三
に
よ
る
と
、
二
刹
の
寺
産
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

〈阿
育
王
山
〉

常
住
田

三
八
九
五
畝

山

一
二
〇
五
〇
畝

〈
天
童
山
〉

常
住
田

三
二
八
四
畝

山

一
八
九
五
〇
畝

つ
ま
り
、
紹
定
元
年

(
一
二
二
八
)
成
立
の

〔四
明
志
〕
は
、
宝
慶
年
間

(
一
二
二
五
i

=

一二
七
)

の
寺
産
を
右
の
よ
う
に
伝
え
る

の
で
あ
る
。

厳
密
に
徴
収
さ
れ
る
租
税
と
の
関
係
か
ら
み
て
、
申
告
さ
れ
た
右

の
数
字
は
、
ほ
ぼ
正
確
と
み
て
よ
い
は
ず
で
あ

る
。

と
は
言
え
、
先
の

〔盧
浦
筆
記
〕
や

〔建
炎
以
来
朝
野
雑
記
〕

の
記
事
と
は
、
あ
ま
り
に
も
隔
た
り
が
あ
る
。
こ
の
違
い
を
ど
う
判
断

す
べ
き
か
、
筆
者
は
今
の
と
こ
ろ
解
答
を
持
ち
合
わ
せ
な
い
。

〔
四
明
志
〕

の
記
事
を

「
四
明
に
あ
る
荘
園
」
の
田
数
と
み
れ
ば
、
両
刹

と
も
、
他

の
地
の
荘
園
は
除
か
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
し
、
他
の
二
資
料
を
、
伝
聞
に
よ

っ
て
成

っ
た
と
み
れ
ば
、
単
に
多
い
と
い
う
こ

と
を
言

っ
た
の
み
で
、
正
確
な
数

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
。

結
局
、
そ
の
判
断
は
保
留
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
だ
が
、

一
応
、

〔
四
明
志
〕
に
よ

っ
て
、
論
を
進
め
る
も

の
と
し
よ
う
。

と
こ
ろ
で

〔四
明
志
〕
に
記
載
さ
れ
る
、
四
明

(漸
江
省
明
州
)
地
域

の
寺
院
財
産

の
多
寡
を
め
ぐ

っ
て
は
夙
に
論
じ
ら
れ
る
面
が
あ

(
11
)
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
両
刹
の
所
有
高
は
、
〔
四
明
志
〕
〔赤
城
志
〕
〔
三
山
志
〕
の
対
象
と
な

っ
た
漸
江

・
福
建
地
方

の
寺
院
の
寺
産
所
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有
高

と
し
て
は
、
ほ
ぼ
最
高
に
位
置
す
る
こ
と
が
理
解
し
う
る
。

し
か
も
五
山

の
確
立
を
、
南
宋
寧
宗
代

(
=

九
四
ー

一
二
二
四
)
と
す
れ
ば
、
す
で
に
右
の
時
点
で
、
両
刹
は
五
山
の
三
位
と
五
位

に
列

せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
〔
四
明
志
〕
は
五
山
制
度
に
つ
い
て
触
れ
る
こ
と
は
な
い
が
、
寺
産

の
面
か
ら
だ
け
み
て
も
、

両
刹

が
四
明
に
冠
た
る
地
位
に
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
ち
な
み
に
、
呉
慧

〔中
国
歴
代
根
食
畝
産
研
究
〕

(
一
九
八
四
年

、
農
業
出
版
社
)

の
成
果
に
よ
り
、
宋
代
の

一
畝
を
六

・
〇
二

一
七
三
a
と
し
て
、
両
刹

の
寺
産
を
換
算
す
る
と
、
阿
育
王
山

の
場
合
は
、

常
住
田

二
三
四
五
四

・
六
三
八
a

山

七
二
五
六

一
・
八
四
六
a

と
な
り
、
天
童
山
は
、

常
住
田

一
九
七
七
五

・
三
六

一
a

山

一
一
四

一
一
一
・
七
八
a

と
な
る
。
常
住
田
に
関
し
て
み
れ
ば
、
と
も
に
日
本
に
お
け
る
二
〇
〇
町
歩
前
後
を
所
有
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

で

は
、
こ
れ
ら
の
土
地
に
は
、
い

っ
た
い
ど
の
位
の
収
穫
が
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
呉
慧

・
前
掲
書

に
導
び
か
れ

つ
つ
考
え
て
み
る

と
、
ま
ず
萢
沖
流

「答
手
詔
条
陳
十
事
」
に
、

臣
、
蘇
州
に
知
た
り
し
と
き
、
簿
書
を
点
検
す
る
に
、

一
州
の
田
の
税
を
出
す
に
係
わ
る
者
、
三
万
四
千
頃
な
り
。
中

の
稔
の
利
は
、

毎
畝
、
米
二
石
よ
り
三
石
に
至
る
を
得
た
り
。

(〔萢
文
正
公
別
集
〕
奏
議
、
上
)

と
あ

る
。
さ
ら
に
方
回
の

〔続
古
今
考
〕
巻

一
八

「
附
論
班
固
井
田
百
畝
歳
入
歳
出
」
で
は
、

後
世
、
田
買
売
す
る
に
と
を
得
た
り
、
富
め
る
者

は
数
万
石
の
租
、
小
な
る
者
は
万
石
、
五
千
石
、
大
な
る
者
は
十
万
石
、
二
十
万

石
、
是
を
富
民
と
為
す
。
縢
か
に
盛
ん
な
る
も
忽
ち
に
衰
え
、
亦
常
な
る
べ
か
ら
ず
。
予
、
往

っ
て
秀
の
魏
塘
の
王
文
政
の
家
に
在
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り
。
呉
儂
の
野
を
望
む
に
、
茅
屋
の
炊
煙
、
無
窮
無
極
に
し
て
、
皆
な
佃
戸
な
り
。

一
農
、
耕
す
べ
き
、
今
、
田
三
十
畝
。
仮

に
畝

収
米
三
石
、
或
い
は
二
石
の
如
き
、
姑
く
二
石
を
以
て
中
と
為
す
。
畝
、

一
石
を
以
て
主
家
に
還
す
に
、
庄

の
斡
は
石
五
以
上
に
量

る
。
且
く
主
に
三
十
石
を
納
め
、
佃
戸
自
ら
三
十
石
を
得
と
日
わ
ぽ
、
五
口
の
家
、
人
、
日
に

一
升
を
食
し
、

一
年

に
十
八
石
を
食

し
、
十
二
石
の
余
り
有
り
。
予
見
る
、
佃
戸
、
米
を
携
う
る
こ
と
、
或
い
は

一
斗
、
或
い
は
五
、
七
、
三
、
四
升
も
て
、
其

の
蝉

に

至
り
、
香
燭
、
紙
馬
、
油
塩
、
醤
醸
、
漿
粉
、
鉄
麺
、
椒
墓
、
薬
餌
の
属
に
易
う
る
こ
と

一
な
ら
ず
、
皆
な
米

を
以
て
之

に
準
う
。

と
あ
る
。
呉
慧
氏
は
、
右

の
ほ
か
に

〔越
中
金
石
記
〕
や

〔両
漸
金
石
記
〕
〔朱
子
文
集
〕
巻

一
六
の
記
載
な
ど
を
広
範
に
引
用
し
て
、

宋
代
の
各
地
の
食
料
生
産
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
そ
し
て
結
果
と
し
て
、
漸
江
や
福
建
で
は

一
畝
あ
た
り
の
収
量

を
二
石
と
み
る
の
が

平
均
で
あ
り
、
i

上
田
で
は
最
高
六
、
七
石
を
記
録
す
る
こ
と
も
あ

っ
た
ら
し
い
が
i

三
石
あ
れ
ぽ
、
こ
れ
は
上
田
の
部
に
属
す
る

(
12
)

と

す

る
。

な

お
、

右

以

外

の
地

で

は
、
収

量

は
も

っ
と

低

く

な

る
と

い
う
。

こ
れ

ら

の
数

を
、

阿

育

・
天

童

の
両

刹

に
当

て

は

め

る
と

ど

う

な

る

か
。

呉

慧

・
前

掲

書

に

よ

っ
て

一
石

H

六

六

・
四

z

と

し

て
、

計

算

す

る
と

次

の

よ
う

に
な

る
。

〈
阿

育

王
山

〉

三

八
九

五

×

二

×
六

六

・
四

ー1

五

一
七

、

二

五
六

♂

〈
天
童

山

〉

三

二

八

四

×
二

×
六

六

・
四

ほ
四

三

六
、

一

一
五

・
二

♂

当

然

な
が

ら
、

右

の
数

字

は
瓶

の
量

で
あ

る
。

日

本

で

は
四

斗

(
四

〇

升

H

七

二

Z
)

を

一
俵

と

す

る

か

ら
、

そ

れ

に

よ

っ
て

み

れ
ば

、

阿
育

王
山

は

七

一
八

四

・

一
俵

、

天

童

山

は
六

〇

五

七

・

一
俵

を
収

穫

し

た

こ
と

に
な

る
。

前

者

は

二

三

四

・
五

町
歩

の
土

地

が

七

一
八

四

.
一
俵

、

後

者

は

一
九

七

・
七

町

歩

の
土

地

が

六

〇

五

七

・
一
俵

を

生
産

し

た

こ
と

に

な

る
。
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一
町
歩

の
土
地
が
約
三
〇

・
五
俵
、
反
あ
た
り
三

・
〇
五
俵
と
な
る
。

と

こ
ろ
で
こ
こ
で
は
、
精
米

に
よ
る
目
減
り
も
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
〔南
宋
群
賢
小
集
〕

に
収
録
さ
れ
る
周
弼
の
詩
に
よ
れ
ぽ

三
石
是
れ
米
、
稲
谷
是
れ
六
石
。

(
13
)

と
あ

る
か
ら
、
目
減
り
の
率
は
五
割
と
な
る
。
と
す
る
と
実
質
収
量
は
、
さ
ら
に
右
の
半
分
と
な
る
。

ち
な
み
に
同
じ
四
明
に
あ
る
雪
寳
山
資
聖
寺

に
つ
い
て
も
、
か
つ
て
同
様
の
論
考
を
な
し
た
が
、
そ
こ
で
は

一
〇
七
町
歩
の
常
住
田
の

(
14
)

あ

っ
た
こ
と
が
知
り
う
る
か
ら
、
阿
育
王
山
、
天
童
山
は
ほ
ぼ
そ

の
二
倍
の
収
入
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
考
え
て
お
く
べ
き

は
、
麦
作
か
ら
の
収
入
で
あ
る
。
周
藤
吉
之

「南
宋
に
於
け
る
麦
作
の
奨
励
と
二
毛
作
」
(
〔宋
代
経
済
史
研

究
〕

所
収
)

は
、
南
宋

に
な

っ
て
麦
作
が
盛
行
し
た
旨
を
詳
述
し
、
さ
ら
に

荘
園
内
で
も
田
で
二
毛
作
が
行
わ
れ
て
い
た
。

こ
の
場
合
民
田
と
富
田
と
で
は
佃
戸
の
負
担
が
異

っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
民
田
の

荘
園
で
は

一
般

に
佃
戸
は
稲
だ
け
を
地
主
と
分

っ
て
い
て
、
麦
は
自
己
の
収
入
と
し
て
い
た
。
そ
こ
で
地
主
の
中

に
は
田
で
麦
を
作

る
と
、
佃
戸
の
利

に
な
る
だ
け
で
あ

っ
て
、
稲

の
植
付
を
遅
ら
せ
て
、
そ
の
収
穫
を
減
ら
す
と
い
っ
て
、
こ
れ
を
許
さ
な
い
も
の
も

あ

っ
た
。

(同
書
、
℃
●
q。O
㊤
)

と
し
、
さ
ら
に
、
毎
畝

の
収
穫
を

一
石

一
斗
以
下
、
五
斗

の
範
囲
で
あ

っ
た
と
し
て
い
る
。
収
穫
さ
れ
た
麦

は
、
本
柄
銭
に
よ
っ
て
酒
製

造

の
た
め
に
買

い
上
げ
ら
れ
た
り
、
ま
た
軍
馬
の
秣

に
も
使
用
さ
れ
た
と
い
う
が
、
何
よ
り
も
飢
饒
の
対
策
と
し
て
重
視
さ
れ
た
の
で
あ

る
。い

ま
、
天
童
寺
や
阿
育
王
寺

に
お
け
る
麦
作

の
収
穫
を
措
定
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
が
寺

に
納
入
さ
れ
た
か
と
い
う
意
味
も
あ

っ
て
論
ず

る
こ
と
は
し
な
い
。

た
だ
少
な
く
と
も
、
荘
園

の
耕
作

に
直
接
従
事
し
た
佃
戸
達
に
と

っ
て
、
麦
が
重
要
な
食
料
で
あ

っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
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四

い
っ
た
い
宋
代
の
税
制

は
、
唐
代

の
両
税
法
が
更
改
さ
れ

つ
つ
維
持
さ
れ
て
お
り
、
納
税
の
義
務
を
負

っ
た
主
戸

は
、
夏
税

(六
月
)

と
秋
税

(
=

月
)
を
納
め
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
し
、
壮
丁
に
は
身
丁
銭
も
課
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
基
準
と
な

っ
た
の
は
耕

作
面
積
で
あ
る
。

梁
方
仲

〔中
国
歴
代
戸

口
田
地
田
賦
統
計
〕
(
一
九
八
〇
年
、
上
海
人
民
出
版
社
)

の
成
果
に
よ
る
と
、

明
州
を
含
め

た
両
漸
路
の
戸
口
は
、
元
豊
三
年

(
一
〇
八
〇
)
に

一
八
三
〇
〇
九
六
戸
、
崇
寧
元
年

(
一
一
〇
二
)
に
一
九
七
五
〇
四

一
戸
、
紹
興
三

二
年

(
一
一
六
二
)

に
二
二
四
三
五
四
八
戸
、
嘉
定

一
六
年

(
一
二
二
三
)
に
二
二
〇
三
一
=

二
戸
で
あ
る
と
い
う

(同
書
、
や

一①
P)
。

右

の
年
代
に
ピ

ッ
タ
リ
該
当
す
る
資
料
は
な
い
が
、
元
豊
年
間
の
田
地
が
三
六
三
四
四

一
九
八
畝

(官
田
九
六
四
四
二
畝

・
民
田
三
六
二

四
七
七
五
六
畝
)
で
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ

(同
書
、
や

P
㊤O
)
、

さ
ら
に
呉
慧

・
前
掲
書

は
、

二
　
の
占
有
耕
地
面
積
を
平
均
し
て
約

二
〇
市
畝

(
二
二
一二
・
三
二
a
)
と
も
報
告
し
て
い
る

(同
書
、
や

一①曝
)
。

と
こ
ろ
で
国
家
機
構
が
か
た
ま
り
、
整
備
さ
れ
た
宋
代
の
両
税
法
の
も
と
で
も
、

一
畝
あ
た
り
の
夏
税
秋
税

は
、
地
域
時
代

に
よ

っ
て

変
動
が
あ
り
、
固
定
的
な
も
の
は
な
か

っ
た
ら
し
い
つ

周
藤
吉
之

「宋
代
の
両
税
負
担
-

特
に
毎
畝
の
両
税
額
に
つ
い
て

(
〔中
国
土
地
制
度
史
研
究
〕
所
収
)

の
成
果
に
よ

っ
て
み
れ

ば
、
例
え
ば
、
太
平
興
国
五
年

(
九
八
〇
)
、
六
年
の
平
江
府
で
は
、
毎
畝

の
税
と
し
て

中
田

夏
税
四
文
四
分

秋
苗
米
八
升

下
田

夏
税
三
文
七
分

秋
苗
米
七
升
四
合

が
課
せ
ら
れ
た
と
い
う
。
そ
し
て
南
宋
で
も
さ
ほ
ど

の
増
税
は
な
か
っ
た
と
い
う

(同
書
、
や

鴇
O
)
。

た
だ
し
夏
税
の
場
合
、
金
銭
で
は
な
く
て
絹
で
折
納
す
る
こ
と
も
あ
り
、
そ

の
場
合
、

杭
州
、
後

の
臨
安
府
で
は
宋
初

に
は

一
般
に
田
は
毎
畝
絹
二
尺

一
寸
二
分

・
米
九
升
五
合
、
桑
地
は
毎
畝
二
尺
六
寸
七
分
で
あ

っ
た
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よ
う
で
、
新
城
県
は
特

に
重
く
、
田
は
毎
畝
絹
三
尺
四
寸

・
米

一
斗
五
升
二
合
、
桑
地
は
毎
畝
絹
四
尺
八
寸
二
分

で
あ
り
、
乾
道
三

年
以
後
、
田
は
毎
畝
絹
二
尺
七
寸
五
分
六
厘

・
米

一
斗
二
升
三
合
五
勺
、
桑
地
毎
畝
三
尺
七
寸
四
分
八
厘
と
な

っ
た
。
そ
し
て
こ
こ

で
も
桑
地
に
は
秋
苗
が
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

(同
書
、
℃
・
撃
q。
)

と
さ
れ
て
い
る
。

と

は
言

っ
て
も
、
右

の
数
字
も
確
定
的
な
も

の
で
は
な
く
、
時
代
、
地
域
に
よ
っ
て
相
当
な
巾
が
あ
り
、
毎
畝

の
生
産
量
と
秋
税
と
の

比
率

は
、
秋
苗
八

・
九
升
と
し
て
両
漸
路
で
二

一
対

一
、
乃
至
三
七
対

一
と
な
り
、
秋
苗

一
斗
五
升
で
も

=
ご
対

一
と
な
る
と
い
う
。

こ
れ
は
、
秋
税

の
み
の
比
率
で
あ
る
か
ら
夏
税
は
別
に
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

仮

に
先
の
四
文
四
分

・
三
文
七
分
を
し
ば
ら
く
保
留
し
て
、
南
宋
の
米
価
の

一
升
あ
た
り
標
準

一
五
、
六
文
を
基
準

と
し
て
計
算
す
る

(
15

)

と
、
毎
畝
の
夏
税
は
二
合
七
勺
、
乃
至
二
合
九
勺
、
ま
た
は
二
合
三
勺
、
乃
至
二
合
四
勺
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

か
く
み
て
く
る
と
、
夏
税
の
主
体
は
絹
と
麦
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
が
折
納
さ
れ
る
の
は
、
絹
紬
布
な
ど
で
あ
り
、
そ
れ
を
さ
ら
に
銅
銭

で
納

め
た
こ
と
も
あ
る
こ
と
に
な
る
。
徴
収
す
る
側
と
し
て
は
銅
銭
に
よ
る
納
入
が
好
ま
し
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
実
情

は
ち
が

っ
て

い
た
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
四
文
四
分

二
二
文
七
分
を
、
乾
道
三
年

(
一
〇
三
四
)
以
後

の
、
絹
二
尺
七
寸
五
分
六
厘
で
折
納
し
た
と
す

る
と
、
絹

の
単
価

が
、
あ
ま
り
に
も
安
す
ぎ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
え
ば

〔
四
明
志
〕
巻
五

「折
変
」
で
は
折
畠
銭
と
し
て
、
正
税

(夏
税
)

の
絹
三
二

七
三

匹
が
、

一
匹
あ
た
り
七
貫
文
に
換
算
さ
れ
た
と
い
い
、
以
下
、
紬
は
七
貫
文
、
綿
は
四
〇
〇
文
で
あ

っ
た
と
し
、
和
買
な
ら
絹
六
貫

五
〇
〇
文
、

紬
は
六
貫
五
〇
〇
文
で
あ

っ
た
と
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

一
匹
は
四
丈

(四
〇
尺
)
、

一
貫
は
七
〇
〇
〇
文
で
あ
る
か
ら
、

折
吊
銭
で
は
、
絹

・
紬
は

一
尺
が

一
七
五
文
、
綿
は

一
〇
文
、
和
買
で
は
絹

・
紬
と
も

一
六
二
文
五
銭
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
小
麦
を
絹
紬
綿
で
折
納
す
る
こ
と
も
あ
り
、
本
柄
銭
を
米
儒
、
麩
麦
な
ど
で
折
納
す
る
こ
と
も
あ

っ
た
ら
し
い
。

右

の
数
字
は
、
例
え
ば

〔淳
熈
新
安
志
〕
巻
二
が
上
田
の
夏
税
を
二
〇
〇
文
と
定
め
て
紬
四
寸
、
絹

一
尺
三
寸
、
布

一
尺
、
綿
三
銭
で
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折
納
さ
せ
て
い
る
の
と
比
べ
て
も
、
桁
ち
が
い
に
重
い
と
は
言
え
な
い
。

ひ
る
が
え

っ
て
、
四
文
四
分

・
三
文
七
分

の
点
、
さ
ら
に
折
吊
銭
の
存
在
を
考
え
る
な
ら
、
南
宋
に
お
け
る
貨
幣
経
済

の
発
展
と
、
さ

ら

に
一
方
で
は
、
よ
り
高
い
税
金
を
徴
収
し
よ
う
と
す
る
為
政
者
の
意
図
が
歴
然
と
な
る
。

そ
し
て
金
で
納
め
る
に
し
て
も
、
現
物
で
納
め
る
に
し
て
も
、
そ
れ
が
、
納
税
者

に
と

っ
て
大
き
な
負
担
で
あ

っ
た
こ
と
は
間
違
い
な

い
。こ

こ
で
天
童
山
と
阿
育
王
山
の
所
在
す
る
郵
県
の
納
税
状
況
を
見
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
〔四
明
志
〕

巻

=
二
に
よ
れ
ば
、

当
時

の
郵

県

に
は

田

七
四
六
、
〇
二
九
畝
二
角
二
九
歩

地

一
四
九
、
○
〇
五
畝
五
七
歩

山

九
〇
二
、
〇
六
四
畝
三
角
四
七
歩

が
あ
り
、

戸

四

一
、
六

一
七

人
口

六
五
、
六
九
四

で
あ

っ
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
、
ま
ず
夏
税
と
し
て
、

絹

二
〇
、
四
四
二
匹

一
丈
九
尺

一
寸
七
分

紬

六
、
二
八
六
匹

一
丈
三
尺
七
寸

一
分

綿

四
九
、
八

一
〇
両

一
銭
二
分
七
厘

が
あ
り
、
さ
ら
に
折
吊
銭
で
は
、

絹

四
、

一
七
七
匹
の
か
わ
り
と
し
て
二
七
、
七
六
六
貫
五
〇
〇
文



135中 国における国家と宗教

紬

三
、
九
六
〇
匹
の
か
わ
り
と
し
て
二
六
、
三

一
五
貫
五
〇
〇
文

綿

二
〇
、
五
五
五
両
の
か
わ
り
と
し
て
八
、
二
二
二
貫

が
徴
収
さ
れ
た
。

ま
た
折
麦

(麦

に
か
わ
る
も
の
)
と
し
て
、

絹

二
六
〇
匹

一
丈
三
尺

紬

七
六
匹
二
丈
四
尺
五
寸

綿

一
、
三
八
四
両

一
銭
九
分

亭
戸

に
よ
る
折
塩

(塩
に
か
わ
る
も
の
)
と
し
て
、

絹

二
二
匹

紬

二
尺
八
寸
八
分

が
課
せ
ら
れ
た
と
い
う
。
し
か
し

「実
催
本
色
」
と
し
て
は
、

絹

一
五
、
九
九
二
匹
二
丈
三
尺
五
寸
七
分

紬

二
、
二
四
九
匹
二
丈
四
尺
五
寸

綿

二
七
、
九

一
〇
両
四
分
四
厘

が
記
さ
れ
る
か
ら
、
実
質
的
収
入
は
名
目
よ
り
は
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
秋
税
と
し
て
は

苗
米

四
三
、

一
二

一
石
八
升
二
合
八
勺

が
あ

る
。
苗
米
は
編
米
で
折
変
さ
れ
る
こ
と
も
訪
り
、
ま
た
折
塩
の
米
も
あ

っ
た
が
、
実
催
本
色
は

三
八
、
三
四
〇
石

一
斗
八
升
七
合
八
勺

で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
も
実
質
納
税
は
名
目
よ
り
も
多

い
こ
と
に
な
る
。
税
と
し
て
は
、
右

の
ほ
か
本
柄
銭
、
糟
銭
な
ど
が
あ
り
、
そ
し
て
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身

丁
銭
が
あ

っ
た
。

人
頭
税
で
あ

っ
た
身
丁
銭
は
五
代
に
始
ま
り
、
太
平
興
国
九
年

(九
八
四
)

に
、
二
〇
歳
か
ら
五
九
歳
に
至
る
丁
男
と
い
う
限
定
が
与

え
ら
れ
る
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
手
当
り
次
第

に
徴
収
さ
れ
た
と
い
う
。
た
だ
そ
の
金
額
は
、
時
代
地
域
に
よ
っ
て

一
定
し
て
お
ら
ず
、
柳
田

節
子

「宋
代
の
丁
税
」
(〔
東
洋
史
研
究
〕
二
〇
1
二
)

に
よ
れ
ば
、
両
漸

の
民
戸

の
場
合
、
三
六
〇
文
と
指
摘
さ
れ
、
周
藤
吉
之

「
民
戸

の
役
銭
の
負
担
」
(宋
代
史
研
究
〕
所
収
)
に
よ
れ
ば
、
下
戸
の
役
銭
を

一
〇
〇
〇
文
以
下
、

二
、

三
〇
〇
文
で
あ

っ
た
と
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
仮
に
三
〇
〇
文
と
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
米
二
石
に
相
当
す
る
。

右

に
よ

っ
て
、
鄭
県
の

一
戸
あ
た
り
の
納
税
状
況
を
計
算
す
る
と
、
夏
税
で
は

絹

二
三
尺
九
寸

一
分

紬

九
尺
九
寸
二
分

綿

一
両
七
銭

と
な
り
、
秋
税
で
は

苗
米

一
石
三
合
六
勺

と
な
る
。

毎
畝
二
、
三
石
の
収
穫
を
前
提
と
す
れ
ば
、
秋
税
だ
け
で
も
三
割
か
ら
五
割
と
な
る
か
ら
、
そ
こ
に
夏
税
や
身

丁
銭
、
そ

の
他

の
税
を

加

え
れ
ば
、
も
は
や
残
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
さ
ら
に
夏
税
を
田
の
毎
畝

の
税
と
し
て
み
れ
ば
、
お
お
よ
そ
次

の
よ
う
に
な
る
。

絹

七
寸
四
分

紬

五
寸
五
分

綿

九
銭
六
分

地
や
山
に
対
す
る
税
が
判
然
と
し
な
い
の
で
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
保
留
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
だ
が
、
ま
す
ま
す
負
担
が
増
す
こ
と
は



疑
い
な
い
。
そ
し
て
、
毎
畝
あ
た
り
の
右

の
税
が
ほ
ぼ
正
し
い
と
み
て
よ
い
の
は
、
先
に
述
べ
た

=
　
平
均

の
平
地
所
有
面
積
二
〇
市
畝

　

　

(宋
代

の
約
二

一
畝
七
分
)
か
ら
割
り
出
し
た
数
と
、
ほ
ぼ
合
致
す
る
か
ら
で
あ
る
。

河
上
光

一

〔宋
代
の
経
済
生
活
〕
は
、

一
頃

(
一
〇
〇
畝
)

の
田
を
所
有
し
て
い
て
も
、

自
活
が
や

っ
と
で
あ

っ
た
と
指
摘
さ
れ
る

(
同
書
、
や

一qΩ
一)
。
右

の
数
字

の
可
否
は
し
ぼ
ら
く
措
く
も
の
と
す
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
平
均
以
下
の
土
地
所
有
者
が

い
か
に
多
く
、
し
か
も
下
に
な
る
ほ
ど
酷
税
化
し
て
い
く
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

ち
な
み
に
、
守
本
順

一
郎

「朱
子
の
生
産
論
」
(〔東
洋
政
治
思
想
史
研
究
〕
所
収
)
は
、

主
戸

の
自
作
農
と
し
て
の
安
定
性
を
確
保
せ
し
め
る
経
営
規
模
に
つ
い
て

一
つ
の
推
定
が
可
能
で
あ
る
。

(同
書
、
唄

一①
O
)

と
し
て
、
漸
東
の
場
合
な
ら
、
土
地
所
有
三
〇
畝
で
始
め
て
剰
余
を
産
み
出
す
と
推
定
さ
れ
、
三
〇
畝
が
、
主
戸
と
佃
戸

へ
の
標
準
的
自

作
経
営
と
み
ら
れ
て
い
る
。
守
本
氏
の
論
を
云
々
す
る
能
力
は
筆
者
に
な
い
が
、
も
し
右
の
数
字
を
妥
当
す
る
と
、
平
均
二

一
畝

の
所
有

は
、
方
向
と
し
て
は
佃
戸
の
増
加
を
招
く
側
を
向

い
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
大
土
地
所
有
の
人
は
、
よ
り
広
大
な
地
を
所
有
し
て
い
く
こ

と

に
な
ろ
う
。
付
記
す
る
な
ら
径
役

・
兵
役
も
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
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五

〔勅
修
百
丈
清
規
〕
両
序
章

の

「荘
主
」

の
項
は
、
当
時
の
寺
院
に
お
け
る
荘
園
の
実
情
を
知
ら
し
め
る
。

近
時

の
叢
林
潤
弊
百
出
す
。
而
し
て
荘
中
尤
も
甚
し
。
略
ぽ
其

の
三
を
挙
げ
ん
。
諸
方
の
通
害
は
荘
職
を
争
う
。

安
ぞ
能
く
遍
ね
く

及
ぼ
ん
。
怨
を
住
持
に
構
え
て
上
下
睦
び
ざ
る
は

一
な
り
。

一
た
び
其

の
職
に
充

つ
れ
ば
寺
を
離
る
る
こ
と
相
遠
く
、
為
さ
ず
と
い

う
所
な
し
。
争
を
致
し
訟
を
起
し
て
衆
に
供
す
る
銭
根
、
尽
く
皆
耗
費
し
、
復
た
適
負
を
積
み
て
以
て
後
を
累
わ
す
。
因
て
紀
綱
振

わ
ず
、
荘
佃
も
侮
を
生
じ
租
課
還
ら
ざ
る
は
、
其
の
弊

の
二
な
り
。
縦
使
、
老
成

の
事
に
能
た
る
を
之
に
充
る
も
、
而
も
州
県
の
応

酬
、
吏
脊

の
管
幹
、
郷
都
の
富
豪
、
皆
な
追
陪
す
べ
し
。
既
に
其

の
端
を
啓
く
に
、
稽
や
及
ぼ
ざ
る
こ
と
有
ら
ば
便
ち
選
隙
を
生
ず
。
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明
ら
か
に
支
せ
ず
と
錐
も
、

而
も
巧
み
に
除
破
を
立
し
て
公
私
益
無
し
。

故
に
荘
中

の
費
、

或
は
寺
に
半
す

る
は
其
の
弊
の
三
な

り
。
只
だ
大
家
の
業
産
、
巨
富
の
如
く
子
弟
を
分
ち
遣
わ
し
、
遍
ね
く
荘
所

に
居
ら
し
む
る
こ
と
を
聞
か
ず
。

(]U●
心
QO
l
一一q◎も◎
ぴ
)

右
よ
り
す
れ
ぽ
、
荘
園
の
経
営
は
、

一
面
で
寺
院
経
済
の
重
要
な
部
分
を
占
め
て
い
る
と
同
時

に
、
反
面
、
さ
ま
ざ
ま
な
弊
害
を
生
む

も

の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
る
。
特
に
、
寺
院
の
場
合
、
民
間
の
大
土
地
所
有
者

の
よ
う
に
十
分
な
管
理
運
営
が
で
き
な
い

上

に
、
官
吏
と
の
交
渉
、
差
役
な
ど
、
負
担
は
小
さ
く
な
い
。

(
6]
)

正
確
な
数
字
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
寺
院
の
荘
園

へ
の
課
税
額
は
、
原
則
と
し
て
ほ
ぼ
主
戸
な
み
で
あ

っ
た
と

い
う
。
と
す

る
と
、
先
の
計
算
か
ら
み
て
も
、
天
童
山
や
阿
育
王
山
の
荘
園
は
そ
の
収
穫

の
三
割
か
ら
五
割
の
秋
税
を
納
め
、
さ
ら
に
夏
税
と
し
て
の

絹
も
納
め
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
試
算
し
て
み
よ
う
。
毎
畝
の
収
穫
を
二
石
と
み
る
と
、
阿
育
王
山

の
場
合
、

三
八
九
五
×
ニ
ー1
七
七
九
〇

(
石
)

の
収
入
が
あ

っ
た
こ
と
と
な
り
、
仮

に
五
割
を
秋
税
と
み
れ
ば
、
三
八
九
五
石
を
納
税
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
夏
税
と
し
て
は
、
ま
ず
絹
で
は

○

・
七
四
×
三
八
九
五
"
二
八
八
二

・
三

(尺
)

と
な
る
か
ら
、
七
二
匹
二
尺
三
寸
と
な
り
、
紬
で
は

○

・
五
五
×
三
八
九
五
"
二

一
四
二

・
二
五

(尺
)

と
な
り
、
五
三
匹
二
丈
二
尺
二
寸
五
分
と
な
る
。
綿
で
は

○

・
九
六
×
三
八
九
五
11
三
七
三
九

・
二

(両
)

と
な
り
、
三
七
三
両
九
銭
二
分
と
な
る
。

ま
た
天
童
山
の
場
合
も
同
様
に
考
え
る
な
ら
、

三
二
八
四
×
ニ
ー1
六
五
六
八

(石
)
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の
収

入
が
あ
り
、
三
二
八
四
石
の
秋
税
、
夏
税
と
し
て
は
、
絹
が
六
〇
匹
三
丈

一
尺
六
寸
、
紬
が
四
五
匹
六
尺
二
寸
、
綿
が
三

一
五
両
六

銭
二
分
と
な
る
。

先
述
の
ご
と
く
右
の
両
税
の
ほ
か
に
、
い
く
つ
か
の
付
加
税
も
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

一
方
で
は
既
述
の
よ
う
に
、
納
税
が
免
除
さ

れ
る
例
も
あ
る
か
ら
、
天
童

・
阿
育
両
刹
の
場
合
も
、
必
ら
ず
全
額
納
入
と
は
言

い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

次

に
考
え
て
お
く
べ
き
は
、

一
般
の
人
な
ら
身
丁
銭
と
も
言
う
べ
き
、

い
わ
ゆ
る
僧
道
に
課
せ
ら
れ
た
免
丁
銭
の
問
題
で
あ
る
。
免
丁

銭
に

つ
い
て
は
、
夙
に
金
井
徳
幸

「南
宋
僧
道
免
丁
銭
に
つ
い
て

(上

・
下
)」

(〔東
方
宗
教
〕
三
七

・
三
八
)

に
よ

っ
て
詳
細
に
論
じ

ら
れ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
紹
興

一
五
年

(
=

四
五
)
正
月
以
後
、
免
丁
銭
が
付
加
さ
れ
、

〔宋
会
要
〕
食
貨

=

一-

一
〇

「身
丁
」

に

よ
っ
て
寺
院
に
つ
い
て
み
る
な
ら
、

甲
乙
住
持
律
院

・
十
方
教
院

住
持
僧
職
法
師
十
五
貫
文
。
知
事
八
貫
文
。
紫
衣
六
字
師
号
九
貫
文
。
紫
衣
四
字
師
号
八
貫
文
。
紫
衣
二
字
師
号
六
貫
文
。
僧
散
衆

五
貫
文
。

十
方
禅
院

住
持
長
老
十
貫
文
。
知
事
五
貫
文
。
紫
衣
六
字
師
号
六
貫
文
。
紫
衣
四
字
師
号
五
貫
文
。
紫
衣
二
字
師
号
三
貫
文
。
僧
散
衆
二
貫
文
。

と
な

っ
て
い
る
。
律
院
に
比
し
て
禅
院
の
そ
れ
が
少
な
い
の
は
、
禅
院
重
視
の
あ
ら
わ
れ
で
も
あ
ろ
う
。

右

の
免
丁
銭
に
つ
い
て
は
、

〔建
炎
以
来
朝
野
雑
記
〕
甲
集
巻
五
で
、

然
る
に
今
、
漸
中
の
諸
大
刹
、
都
城

の
道
観

に
て
は
、
多
く
特
旨
を
用

っ
て
倍
役
科
敷
を
免
じ
、
州
県
に
て
は
反

っ
て
其

の
額
を
以

っ
て
民
間
に
数
え
、
大

い
に
人
の
患
と
為
る
。

と
さ
れ
る

一
方
で
、

〔
四
明
志
〕
巻
六
で

僧
道
免
丁
銭

一
〇

一
一
六
貫
六
〇
〇
文
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を
伝
え
る
の
を
み
る
と
、
運
用
は
か
な
り
流
動
的
で
あ

っ
た
と
も
言
え
る
。

と
こ
ろ
で

〔老
学
庵
筆
記
〕
巻
三
に
よ
れ
ぽ
、
雪
蟹
行
持
、
宏
智
正
覚
、
無
示
介
謳
が
新
任
の
守
の
問
に
対
し
て
、
大
衆
の
数
を
雪
寳

=

一〇
人
、
天
童

一
五
〇
〇
人
、
育
王

一
〇
〇
〇
人
と
答
え
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

さ
ら
に

〔藍
浦
筆
記
〕
も
多
数
の
僧
の
在
籍
を
伝
え
る
。
こ
れ
は
例
え
ぽ
天
童
山
宏
智

の
会
下
に
千
二
百
衆
、
阿
育
王
山
の
大
慧
の
会

下

に
万
二
千
指
の
問
法
者
が
あ

っ
た
と
さ
れ
る
こ
と
に
共
通
す
る
も
の
と
言
え
る
。
こ
れ
を
実
数
と
み
る
か
否
か
は
別
と
し
て
、
仮
に
両

刹
と
も
に
在
衆

一
二
〇
〇
人
と
す
る
な
ら
、
少
な
く
と
も
二
四
〇
〇
貫
文
以
上

の
免
丁
銭
を
納
入
す
る
義
務
が
あ

っ
た
は
ず
で
あ
る
。
両

刹

で
四
八
〇
〇
貫
以
上
で
、
先
の
数
字
か
ら
単
純
に
計
算
す
る
と
四
明
の
全
体

の
免
丁
銭

の
四
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
こ
え
る
。

も
ち
ろ
ん
個
個
の
修
行
者
が
直
接
納
税

の
義
務
を
負
う
わ
け
で
な
く
、
住
持
が
戸
主
の
役
割
を
は
た
し
、
寺
が
全
員
の
分
を
負
担
し
た

の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
し
て
も

一
般
の
僧
衆
が
二
貫
文
と
い
う
数
は
決
し
て
安

い
も
の
で
は
な
い
。
先
の
平
均
米
価
で
割
り
出
せ
ぽ

二
〇
〇
〇

÷
一
五
H

一
三
三

・
三
三

と
な
る
か
ら
、

一
人

一
・
三
三
石
と
な
る
。
僧
衆

一
二
〇
〇
人
な
ら

一
五
九
六
石
と
な
る
。

こ
の
数
を
先

の
両
税
に
加
え
れ
ぽ
、
収
入
の
過
半
は
税
金
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
も
そ
も
、
叢
林
で
は
ど

の
位

の
米
が
消
費
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
道
端
良
秀

「
仏
教
寺
院
と
経
済
問
題
」
(
〔唐
代
仏
教
史
研
究
〕

所
収
)

は
、
〔全
唐
文
〕
巻
八
五
五
の

「清
沙
汰
僧
人
疏
」

の

　
　

こ

僧
尼

は
毎
人
米

一
升
、
十
万
人
は
日
に
二
十
石
を
費
す
。
日
を
以
て
月
に
繋
ぎ
て
、
其
の
数
知
る
べ
し
。
毎
人
、
春
冬

の
服
装
は
、

綾
羅
紗
穀
を
除
く
外
、

一
僧
、
歳
に
絹
五
匹
綿
五
十
両
、
十
万
僧
な
ら
、
絹
五
十
万
、
綿
五
百
万
を
計
う
。

(
17
)

の

一
文

に
よ

っ
て
、
僧
尼

の
食
料
消
費
を
、
米
を

一
年
で
三
石
六
斗
な
ど
と
考
証
し
て
い
る
。
右

は
乾
祐
二
年

(九
四
九
)

の
時
点

の
も

の
で
あ
る
か
ら
、
唐
代

の
度
量
衡
で
換
算
す
れ
ば
、

一
升
11
0

・
五
九
四
Z
と
な
り
、

一
年
で
二

一
六

・
八
Z
と
な
る
。
絹
五
匹

(二
〇

(
18

)

○

尺

11
六

一

・
四

m
)

は
、

衣

五
着

分

で
あ

る
。



と

こ
ろ
で
呉
慧

・
前
掲
書

の
成
果
に
よ

っ
て
み
る
と
、
農
民

の
平
均
食
料
と
し
て
は
日
に
○

・
八
八
市
升

(リ

ッ
ト
ル
)
、

都
市

で
は

日
に
○

・
八
二
市
升
と
な
り
、

一
年

で
は
三
一
二

・
二
♂
、
二
九
九

・
三
Z
と
な
る
。

叢
林
で
の
消
費
量
は
、
明
ら
か
に
都
会
人
の
そ
れ
よ
り
も
少
な
い
。
住
持
に
な
る
人

の
方
針
、
あ
る
い
は
貧
寺

で
は
も

っ
と
少
な
か

っ

た
こ
と
も
想
像
さ
れ
る
。
仮
に
右
の
数
字
で
両
刹
の
収
容
能
力
を
み
る
と
、

一
応
、
阿
育
王
山
は
約

一
一
九
二
人
、
天
童
山

は
約

一
〇
〇

五
人
と
な
る
。

宏
智
や
大
慧
の
時
代
で
も
、
荘
園
の
収
入
は

一
〇
〇
〇
人
を
こ
え
る
雲
水
を
養

い
え
た
の
で
あ
る
。

し

か
し
、
も
し
前
述
の
ご
と
く
主
戸
な
み
の
課
税
が
厳
格
に
な
さ
れ
る
と
し
た
ら
、
ー
⊥

応
、
兵
役
は
な
か
っ
た
に
し
て
も
ー
寺
院
は

(
19
)

そ
の
存
続
さ
え
不
可
能
で
あ

っ
た
と
言
え
よ
う
。

で
は
寺
院
、
少
な
く
と
も
天
童
山
や
五
山
は
本
当
に
課
税
の
対
象
と
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

山
!、
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均

田
制
が
崩
壊
し
て
、
唐
代
中
期
か
ら

の
大
土
地
所
有
制
が
よ
り
顕
著
と
な

っ
た
宋
代
で
あ
る
が
、
原
則
と
し
て
そ
れ
ら
の
荘
園
も
ま

た
課
税

の
対
象
と
な

っ
た
こ
と
は
周
知
の
ご
と
く
で
あ
る
。
寺
院
の
そ
れ
も
ま
た
例
外
で
は
な
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
減
免

の
措
置
が
と
ら
れ

る
こ
と
は
あ

っ
た
に
し
て
も
、
基
本
的
に
は
、
寺
院
も
、
ま
た
そ
こ
に
住
む
住
僧
も
課
税

の
対
象
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
寺
院

へ
の
課
税

が
主
戸
な
み
で
あ

っ
た
と
は
再
三
述
べ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

と

こ
ろ
が
、
寺
院
が
課
税

の
対
象
か
ら
徐
々
に
し
て
は
ず
さ
れ
た
こ
と
は
、
先

に
み
た
い
く

つ
か
の
資
料
に
よ

っ
て
も
判
明
す
る
。
さ

ら
に

〔宋
会
要
〕
道
釈
ニ
ー

一
六
に
よ
れ
ば
、
嘉
定

一
五
年

(
一
二

一
二
)

に
杭
州
上
天
竺
寺
や
径
山
万
寿
寺
に
お
け

る
増
置
し
た
田
産

の
租

の
免
除
、
さ
ら
に
和
売

・
役
銭
の
免
除
が
通
達
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、

「朝
廷
が
両
刹
を
祈
疇
に
関
わ
る
寺
」
と
し
た
か
ら

(
20
)

で
あ

る
。
ち
な
み
に
詔
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
通
例
に
な
る
と
、
人
民
を
圧
迫
す
る
と
、
釘
を
さ
す
こ
と
も
忘
れ
な

い
。
径
山
に
つ
い
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て
は
、

〔宋
会
要
〕
以
前
の
乾
道
九
年

(
一
一
七
三
)

に
撰
さ
れ
た
曹
動

〔松
隠
集
〕
巻
二
九
所
収

の

「径
山
羅
漢
記
」
で
も
、

聞
公
、
住
持
し
て
五
載
を
喩
ゆ
。
聖
上
の
寵
渥
く
、
錫
賓
、
常
に
異
な
る
。
念
う
に
国
恩
に
報
ゆ
る
こ
と
能
わ
ず
、
乃
ち
祈

る
に
、

本
院
を
以
て
、
専
ら
聖
寿
を
祝
る
道
場
と
為
す
。
尋
い
で
愈
音
を
奉
じ
て
、
傍
ち
特
に
寺
額
を
賜

い
、
興
聖
万
寿
禅
寺
と
為
し
、
諸

州

の
場
務
の
商
税
を
免
じ
、
井
び
に
平
江
府
知
義
荘
に
て
納
を
除
く
。
正
税

の
外
、
非
時

の
科
敷
、
悉
く
燭
免

を
蒙

る
は
、
皆
な
異

恩
な
り
。

と
し
て
い
る
。

さ
ら
に

〔続
文
献
通
考
〕
巻

一

「田
賦
」
の
嘉
定

一
七
年

(
一
二
二
四
)

の
項
で
は
、
泉
州
で
上
供
銀
が
廃
さ
れ

た
こ
と
を
記
す
中
で
、

上
供
銀
が
民
に
と

っ
て
大
き
な
負
担
で
あ

っ
た
と
し
つ
つ
、
そ
れ
で
も

其

の
後
、
祝
聖
道
場
、
及
び
逃
絶
の
戸
は
、
免
ず
る
こ
と
を
得
。

と
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
寺
院
が
定
例
的
に
行
う
祈
疇
や
祝
聖
が
、
免
税

の
措
置
と
小
さ
か
ら
ぬ
縁
が
あ

っ
た
こ
と
が
推
定
で
き
る
。

い
っ
た
い

〔禅
林
象
器
箋
〕

一
六

「
報
疇
門
」
も
引
用
す
る

〔
大
宋
僧
史
略
〕

に
よ
れ
ば
、
皇
帝
の
生
日
を
節
と

し
た
の
は
唐
の
玄
宗

に
始
ま
る
と
さ
れ
、
こ
の
時
す
で
に

「
営
斎
転
経
」
が
な
さ
れ
た
旨
が
記
さ
れ
る
。
降

っ
て

〔宋
史
〕
巻

一
一
二
で
は
、
建
隆
元
年

(九

六
〇
)
、

太
祖
の
誕
日
二
月

一
六
日
が
長
春
節
と
定
め
ら
れ
る
に
あ
た
り
、

正
月

一
七
日
に
大
相
国
寺

に
道
場
が
建

て
ら
れ
た
こ
と
を
記

す
。以

下

〔宋
史
〕
は
、
歴
朝

の
聖
節
の
事
実
を
伝
え
る
が
、
そ
こ
で
は
宮
中
に
お
け
る
文
武
百
官
に
よ
る
祝
寿

の
行
事
と
と
も
に
、
仏
寺

(
21
)

に
お
け
る

「修
斎
祝
寿
」
の
あ
る
こ
と
も
前
提
と
な
る
。

つ
ま
り
、
中
国
に
お
け
る
聖
節
と
仏
教
と
の
関
係
は
、
す
で
に
宋
代
以
前
か
ら
あ
る
の
で
あ
り
、

〔禅
苑
清
規
〕

の
時
代
も
そ
れ
を
承

(
22
)

け
、
南
宋
代
で
は
も
は
や
普
通
の
こ
と
と
し
て
行
わ
れ
た
と
み
て
よ
い
。

た
だ
し
、
禅
院
で
上
堂
を
伴

っ
た
聖
節
の
行
事
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
対
し
て
は
批
判
も
あ
る
。
南
宋
、
羅
大
経

〔
鶴
林
玉
露
〕
乙
、
三
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「
祝
寿
」
で
は
、

陸
象
山
、
荊
門
に
在
り
し
と
き
、
上
元
に
酷
を
設
け
ず
、
但
だ
士
民
を
公
庁

の
前
に
合
し
、
洪
範
の

「皇
極
敏
時
五
福
」
の

一
段
を

聴
講
し
、
此
は
即
ち
民
の
為
に
福
を
祈
る
と
謂
う
。
今
世
の
聖
節
は
、
僧
を
し
て
陞
座
説
法
せ
し
め
、
聖
寿
を
祝
わ
し
む
。
而
し
て

郡
守
以
下
、
環
坐
し
て
之
を
聴
く
は
、
殊
に
義
理
な
し
。
程
大
昌
、
鄭
丙
、
建
寧
に
在
り
し
と
き
、
並
び
に
僧
の
陞
堂
説
法
を
許
さ

ず
。
朱
文
公
、
臨
潭
に
在
り
し
と
き
、
且
ら
く
例
に
随
い
て
祝
香
せ
し
む
る
も
人
の
問
話
を
許
さ
ず
。
余
、
謂
え
ら
く
、
若
し
象
山

の
法
を
祖
と
し
、
但
だ
教
官
を
請
い
て
郡
痒
の
講
席
に
陞
ら
せ
、
詩
天
保

一
篇
を
講
ぜ
し
め
、
以
て
帰
美
報
上
の
意
を
見
せ
ぽ
、
亦

た
自
ら
雅
訓
な
ら
ん
。

と
さ
れ
る
。
羅
大
経
が
例
証
す
る
の
は
、
典
型
的
な
儒
学
の
人
々
で
あ
る
が
、
必
ず
し
も
彼
ら
の
方
策
が
主
流
を
な
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

そ
も
そ
も
南
宋
に
お
け
る
五
山
制
度
の
確
立
と
い
う
の
は
具
体
的
に
は
何
を
意
味
し
た
か
。
そ
の
点
が

い
ま

一
つ
明
確
で
は
な
い
の
だ

が
、
少
な
く
と
も
、
教
団
側
の
想
い
と
、
国
家
側
の
扱
い
に
ギ
ャ
ッ
プ
の
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
考
え
て
み
れ
ば

「
五
山
」
と
い
う

名
称
が
正
史

に
表
わ
れ
た
例
を
筆
者
は
未
だ
知
ら
な
い
。
石
井
修
道

・
前
掲
論
文
の
指
摘
を
ふ
ま
え
、
明
初

の
宋
灘
の
言
が
、
五
山
に
つ

い
て
詳
し
く
述
べ
る
最
初
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
解
決
す
べ
ぎ
問
題
は
少
な
く
な
く
、
か
え

っ
て

〔
五
山
十
刹
図
〕
や

〔扶
桑
五
山
記
〕

と
い
う
、
日
本
側

の
資
料
の
ほ
う
が
先
行
し
て
い
る
と
も
言
え
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
こ
こ
に
は
こ
れ
ら
の
資
料
の
成
立
を
ど
う
み
る
か
と
い

う
問
題
も
あ
る
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

そ

の
こ
と
は
し
ば
ら
く
措
く
も
の
と
し
て
も
、
も
し
史
弥
遠
が
奏
上
し
て
五
山
が
定
め
ら
れ
た
と
す
る
と
、
皇
帝
に
よ
る
五
山

へ
の
巡

(
22
)

幸
が
、
今

の
と
こ
ろ
知
り
え
な
い
の
も
奇
妙
で
あ
る
。
そ
の
間
も
、
寧
宗
は
明
慶
寺

へ
は
出
か
け
て
い
る
。

確
実

に
言
え
る
の
は
、
径
山
を
は
じ
め
と
す
る
い
わ
ゆ
る
の

「五
山
」
が
、
「
五
つ
の
大
刹
」

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

教
団
の
内
部
に

お
い
て
は
、
そ
こ
に
何
ら
か
の
順
位
は
あ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
国
家
の
側
か
ら
そ
れ
以
上
、
五
山
に

「
五
山
」
だ

か
ら
と
い
う
理
由

で
、
何
ら
か
の
特
権
が
恒
常
的
に
与
え
ら
れ
て
い
た
か
ど
う
か
。
解
明
を
待
つ
問
題
は
少
な
く
な
い
が
、
や
は
り
時
代

を
限
定
し
て
い
か
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な

い
と
五
山

の
姿
は
浮
ん
で
こ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
少
な
く
と
も
、

宝
慶
年
間
の
時
点
で
、
〔
四
明
志
〕
が
、

阿
育
王
山
や
天
童
山

の
常
住
田
や
山

の
畝
数
を
記
す
の
は
、
単
に
記
録
以
上
の
意
味
を
持
つ
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
大
刹

へ
の
入
院
は
大
き
な
名
誉
で
あ
る
こ

と

に
か
わ
り
は
な
い
が
、
そ
こ
で
は
、

い
か
に
免
税

の
措
置
を
獲
得
す
る
か
と
い
う
住
持
の
力
量
も
要
求
さ
れ
る
。
〔虚
堂
録
〕

巻

一
が

伝
え
る
和
府
呉
状
元
の
採
量
に
よ

っ
て
盧
租
を
免
じ
ら
れ
た
こ
と
に
謝
す
る
虚
堂
智
愚
の
上
堂
も
、
五
山
で
は
な
い
も
の
の
右

の
範
囲
で

(
24
)

捉
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
士
大
夫
と
の
交
流
が
い
か
に
重
要
で
あ

っ
た
か
の
証
左
と
も
な
る
。
皇
帝
が
直
接
、
寺
院

の
運
営

に
か

か
わ
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
。

士
大
夫
と
の
交
流
が
円
滑
で
あ
る
に
こ
し
た
こ
と
は
な
い
。
そ
し
て
、
禅
僧
に
限
ら
ず
、
仏
教
者

に
と

っ
て
、
国
家
と
の
関
係
を
考
え

る
上
で
の
大
き
な
役
割

の
一
つ
に

「祝
疇
」
が
あ

っ
た
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。
元
の

〔勅
修
百
丈
清
規
〕

の
冒
頭

に
祝
董
章
が
置
か
れ
る

(
25
)

の
は
、
考
え
て
み
れ
ば
そ
れ
は
南
宋
か
ら
の
動
向
の
延
長
上
に
あ
る
と
み
て
よ
い
。

中
国
の
寺
院
が
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
に
祝
疇
を
は
じ
め
と
す
る
祈
疇
に
か
か
わ

っ
た
か
は
、
ま
た
別

に
考
え
る
必
要
が
あ
る
に
し
て

も
、
常

に
第

一
義
諦
を
宣
揚
し
た
と
目
さ
れ
る
禅
僧
が
、
i

語
録
に
祈
疇
に
関
す
る
語
が
記
さ
れ
る
場
合
で
も
、

そ
れ
は
第

一
義
諦
と

の
か
か
わ
り
の
上
で
述
べ
ら
れ
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
1

実
は
そ
の
裏
面
に
、
国
家
社
会
と
の
極
め
て
微
妙

に
し
て
、
慎
重
な
配
慮
を

要
請
さ
れ
る
課
題
を
背
負

っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
れ
ば
十
分
で
あ
ろ
う
。

(註

)

(
1
)

守
本
順

一
郎

〔東
洋
政
治
思
想
史
研
究
〕

の
指
摘

に
よ

る
。

こ

の
点

に

つ
い
て
は
、

拙
稿

「
南
宋

に

お
け
る

一
居

士

の

精
神
生
活

i

如
如
居
士
顔
丙
の
場
合
⇔
」
(〔駒
大
仏
教
学
部
論
集
〕

一
六
)

に
お
い
て
考
え
た
。

(2
)

鏡
島
元
隆
等

〔禅

苑
清
規
〕
℃
・
口
悼
。

な

お
唐
代

に

お
け

る
寺

院

経
済

に
つ
い
て
は
、
道
端
良
秀

〔
唐
代
仏
教
史

の
研
究
〕

に
詳

し

い
。

(
3
)

例

え
ば
荒
木
見
悟

〔大
慧
書
〕
解
題

は
、

大
慧
を
敬
仰
し

て
や
ま
な

か

っ
た
張
湊

は
、

「
宗
果

は

忠
君
愛

物

の
志
あ
り
。
声
聞
独
覚

の
私

か
に
生
死
を
厭

い
て
寂
滅
を
楽

う
が
ご
と
き

に
あ
ら
ず
」

と
述
べ

て
い
る
が

(
『年
譜

』
紹
興

二
十
六
年

の
条
)
、

彼
ら

の
口
に
す
る

「
愛
国
」

を
、

単
な
る

「
鎮
護
国
家
」

「
臣
道
実
践
」
と
受
取

る
な
ら
ば
、

大
き
な
誤
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解

を
犯
す
こ
と
と
な

る
で
あ

ろ
う
。
鎮
護
国
家
が
国
家

・
国
民

の
内
部
構
造

の
変
改

よ
り
も
、
外
部
的
超
越
者

の
加
護

に
よ

っ

て
現
状

の
安
穏
化

を
求

め
よ
う

と
す

る
傾
向
が
強

い
の
に
対
し

て
、

ま
た
臣
道
実
践
が

と
か
く
他
律
的
規
範

へ
の
絶
対
随
順
を

前
提

と
す
る
に
対

し
て
、
大
慧

ら

の
口
に
す

る
愛
国

は
、
む
し

ろ
人
間

の
実
存
的
契
機

に
触
れ
、
内
側

か
ら
の
徹
底
的
体
質

改

善

を
意
図
す

る
も

の
で
あ

っ
た
か
ら

で
あ

る
。
大
慧
禅

の
亜
流

は
、
後

に
鎮
護
国
家
式

の
体
制
順
応
者

に
堕
し

て
し
ま
う
が
、

大
慧

そ
の
人

は
、
「
妙
喜

(
大
慧
)
力

め
て
権
臣
を
謳
り
、

剛

気
屈

せ
ず
」

(『
蒲
室

集
』
)
と
言
わ
れ
る

ほ
ど
、

権
力
構

造

の

恥
部

に
苛
責

の
な

い
批
判
を
加
え
た

の
で
あ

っ
た
。

(
同
書
、

℃
』
緯
)

と
述

べ
て
、
大
慧
を

い
わ
ゆ

る
の
愛
国
者
と
捉
え
る

こ
と

に
反

対
さ

れ

る
。
と

は
言
え
、
士
大
夫
が
大
慧

の
交
流

の
中
心

で
あ
る
以
上
、

根

底

に
あ

る
漢
民
族
と

し
て
の
愛
国
心

は
無
視
し
え
な

い
。

(
4
)

夙

に
竺
沙
雅
章

「
喫
菜
事
魔

に

つ
い
て
」
「
方
職

の

乱
」

と
喫

菜
事
魔
」
「
漸
西

の
道
民

に
つ
い
て
」

(
い
ず

れ
も

〔
宋
代

仏
教
社
会

　

　

　

　

　

　

　

　

　

史
研
究
〕
所
収
)

が
論
ず

る
よ
う

に
、

「
為
政
者

の
側
か
ら
み
て
反

社
会
的
宗
教
結
社
や
そ

の
活
動
を
す
る
者

は
、
な
べ
て
禁

止

の
対
象

と
な

力
、
樹

雲
宗
や
白

蓮
教
も
そ

の
例
外

で
は
な
か

っ
た
。
」
(℃
』
P
口
、

取
意
)

の
で
あ
る
。
し
か
も
そ

こ
に
は
大
慧

宗
果

や
朱

子
も
対
象

に

な

っ
た

こ
と
が
あ
る
と

い
う

(℃
』

一◎。
)
。

よ
う
す

る
に
為
政
者

に
対

し
て
、
教
団
が
自
ら
を
ど
う
判
断
さ
せ
る
か
と

い
う

こ
と
が
重
要

で

あ

っ
た

の
で
あ
る
。

(
5
)

鈴
木
哲
雄

〔
唐

五
代

の
禅
宗
〕

の
指
摘
す
る
と

こ
ろ
に
よ
れ
ぽ
、

北
宋

に
お
け

る
禅
と
国
家

の
関
係

は
、
そ

の
渕
源
と
し
て
法
眼
宗

と

南
唐
と

の
関
係

に
見
出

し
う

る
と

い
う
。
(
同
書
、
℃
』

寄
)

(
6
)

禅
宗

に
お
け

る
勅
賜
号

の
下
賜

と
し
て
は
、
則

天
武
后

よ
り
、

神
秀

に
謹
さ
れ

た
大
通
禅
師

を
も

っ
て
囑
矢

と
す

る

(大
宋
僧
史
略
、

下
、

円
.
竃
凸
紹
6
)
。

さ
ら
に
柳

田
聖
山
氏

に
よ

っ
て
も
解
明

さ
れ

て
い
る
よ
う

に
、
東
土

六
祖

へ
の
追
誰
運
動

は
、
祖
統
説

の
成
立

と

密
接
な
関
係
を
持

つ

(
〔
初
期
禅
宗
史
書

の
研
究
〕

や

q。
図
O
)
。

つ
ま

り
、
識
号

の
拝
受

は
、
個
入

の
禅

が
教
団
内
部

で
確
立
す

る
た
め
に

国
家

の
公
認
を
必
要
と
し
た

こ
と
を
意
味
す

る
し
、
そ

れ
が
説
得
力

を
持

っ
た

こ
と

は
、
個

々
の
禅
僧

の
意
識
が
那
辺

に
あ

っ
た
か
を
推

測
さ

せ
る
。

ま
た
寺
院

に
対
す
る
勅
額

に

つ
い
て
、
鈴
木
俊

〔中
国
史
〕

で
は
、

ま
た
北
宋
や
金
と
同
じ
く
空
名
度
牒

や
寺
観

の
勅
額
を
官
売

し

た

の
で
、
あ
た
か
も
為
替

の
よ
う
に
度
牒

に
相
場
が

で
き

る
よ

う

に
な
り
、
経
済

界
を
混
乱
さ
せ
る

一
原
因
を

つ
く

る
結
果

に

な

っ
た
。

(同
書
、
℃
曹
鵠
継
)

と
し
て

い
る
。
寺

観

の
勅
額

の
官
売
が
あ

っ
た
で
あ

ろ
う
と

は
、
筆

者
も
推
測
し
た

こ
と
が

あ

っ
た
が
、

よ
く

よ
く
考
え

て
み
る
と
、
今

の
と

こ
ろ
右
を
立
証

す
る
資
料

を
見
出

し
え
な

い
で
い
る
。

た
だ
下

賜

が
あ

っ
た
場

合
、
返
礼

は
当
然
行

わ
れ

た
も

の
と
見

て
よ

い
の
で

は
な

い
か
。

(
7
)

祝
薦

の
上
堂
が
禅
者

の
語
録

に
記

さ
れ

る
人
と

し
て
、
道
忠

は

葉

県
を
挙
げ

る
が
、
黄
竜
慧
南

(
一
〇
〇

ニ
ー
⊥

〇

六
九
)

の

〔
語
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録
〕

(N
・
悼
l
N
U
l
卜o

り
い
げ

り

)

や
、

投

子
義
青

(
一
〇

三
ニ
ー

一
〇
八

三
)

の

〔語

録
〕

(ド

甲
口
㊤
ー
q。
"
B
も。
伍
)

の
存
在
も
注
意
し

て
よ

い
。

た
だ
し
上
堂

と
い
う
型
式

は
伴
わ
な
く
と
も
、
聖
節

に
内
道
揚

に
お

い
て
誕
生

を
祝

う
行
事

は

魏

に

初

ま
る
と

い
う

(
大
宋
僧
史
略
、

中
、
日

総
-
悼
ミ
o
)

(
8
)

石
井
修
道

「
中
国

の
五
山
十
刹
制
度

の
基
礎
的
研
究

一
～
四
」

〔駒
沢
大
学
仏
教
学
部
論
集
〕

一
二
～

一
五
。

(
9
)

金
井
徳
幸

「
宋
代

の
主
戸
と
寺
観
僧
道
」
(
〔
木
村
正
雄
先
生
退

官
記
念
東
洋
史
論
集
〕
所
収
)
。

(
10
)

竺
沙
雅
章

「
福
建

の
寺
院
と

社
会
」
(
〔
中
国
仏
教

社
会
史
研

究
〕

所
収
)
。

(
11
)

金
井
徳
幸

・
前
掲
論
文
。

(
2i
)

天
野
元
之
助

「
陳
專

の

『
農
書
』
と
水
稲
技
術

の
展
開

(
上
)
」

(
〔東
方
学
報
〕
京
都

一
九
)
も

ほ
ぼ
同
じ
数
字
を
出
し
、

周
藤
吉

之

「
南
宋
稲
作

の
地
域
性
」
(
〔
宋
代
経
済
史
研
究
〕
所
収

)
も
、
ほ

ぼ

同
じ
い
。

(
13
)

天
野
元
之
助

・
前
掲
論
文

(
下
)
(
〔
東
方
学
報
〕

二

一
)

は
、

戦
前

に
お
け

る
江
蘇
省
蕪
湖

に
お
け

る
中
等

米

の
籾
摺

と
精
白

の
歩

合
を
次
の
よ
う

に
掲
げ

て
い
る
。

↓
玄
米

一
市
石
(
精
白

)↓

ー
白

米
八
・
五
斗

籾

二
市
石
↓
(
籾
摺
)
↓

約

一
〇
〇
駈

約
八
三
隔

↓
粗
糠
五
〇
斤

↓
辞
米
七
市
合

約
七

三
駈

ー
細
糠

一
・
二
市
斗

ー
砕
米

三
市
升

(
同
書
、
や

這
O
)

右
を
も

っ
て
、
そ

の
ま
ま
宋
代

に
擬

す
る
こ
と
が

で
き

な
い
に
し
て

も
、
大
凡

の
手
掛
り
と

は
な

る
。

し
か
も

こ
の
時
点

で
も
、
精
米
技

術

は

「
極
め

て
粗
雑
」

で
あ
る
と

い
う
。
右

よ
り
す

る
な

ら
、
目
減

り
率

は
五
割
程
度

と
み
て
よ

い
こ
と
に
な
る
。

周
藤
吉
之

・
前
掲
書

(
や

一悼
Q。
)

も

同
じ
数
字

を
出

す
。

つ
ま
り
、
〔
南
宋
群
賢
小
集
〕

の

記
事

は
、
ほ
ぼ
正
確
な
内
容
を
伝
え
て

い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

(
14
)

拙
稿

「
雪
寳

山
資
聖
寺
考
ー
宋
代

の
寺
院
済
を
考
え
る
た
め

の

序
章

ー
」
〔中

国
仏
蹟
見
聞
記
第
七
集
〕

(
15
)

衣
川
強

「官
僚

と
俸

給
t

宋
代

の
俸
給

に

つ
い
て
続
考
1

」

(
〔
東
方
学
報
〕
京

都
四
二
)

は
、
南
宋
代

の
米
価

を

要
す

る
に
、
十

二
世
紀
後
半

の
南
宋

の
米
価

は
、

一
升
十

五
～

六
銭

を
中
心
と
し
て
、

十

二
～
三
銭

か
ら

二
十

四
～

五
銭

の
間

を
上

下
し
た
。

そ
し
て
、
十

三
世
紀

に
入

っ
て
か
ら
も
寧
宗

の

治
世

に

は
こ
の
状
態
が
継
続

し
た

の
で
あ

る
。
次

に
十

三
世
紀

の
理
宗
時
代

(
=

一
二
五
年
以
降
)

か
ら

の
南
宋

の
米
価

は
、

南
宋
政

権

の
弱
体
化

を
反
映

し
て
、

一
升
が
見
銭

で
五
十
銭
を

超

え
る
よ
う

に
な

っ
た
と
想
像

さ
れ
る
。

と
推

測
さ
れ
て

い
る
。

(
16
)

金
井
徳
幸

・
前
掲
論
文
。

(
17
)

道
端

良
秀

〔唐
代
仏
教
史

の
研
究
〕
℃
●
ホ

い

(
18
)

入
矢
義
高

「
麻

三
斤
」

(
〔禅
学
研
究
〕

六
二
)

の
指
摘
さ
れ

る

と

こ
ろ
で
も
、

三
斤
の
麻

か
ら

一
匹
の
布
が
織
り
上
り
、
そ
れ

は
僧

衣

一
着

に
あ
た
る
と

い
う
。

五
匹

の
絹

の
支
給

は
、
衣
五
着
分

と
な

る
か
ら
、
決

し
て
少
な

い
と

は
言

え
な

い
。

こ
れ
が
宋
代

で
も
実
施
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さ
れ

て
い
た
の
か
ど
う
か
、
決
論

は
し
ば

ら
く
措
き

た

い
。

(
19
)

金
井
徳
幸

「
南
宋
僧
道

免
丁
銭
に

つ
い
て

(上

・
下
)
」

(
〔東

方
宗
教
〕

三
七

二
二
八
)

の
指
摘

に
よ
れ
ば
、
「
募
人
充
役
」
、

つ
ま

り
代
理
を
立

て
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
て

い
る

に
し
て
も
、
原
則
と

し

て
は
僧
道

に
も
差
役
が
課
せ
ら
れ
た
と

い
う
。

(
20
)

〔
宋
会
要
〕

の
原

文
は
次

の
通

り
で
あ
る
。

嘉
定

五
年

二
月

二
十
九
日
詔

令
両
漸
転
運

司
。
取
索
上

天
竺
霊
感
観

音
教
寺
。
井

径
山
興
聖
万
寿
禅
寺
砧
基
契

照
。
究
見
着
実
。
有
無
隠

寄
。
別
人
産

業
。
傍

載
自
今
降
指
揮

日
為
限
。
如

日
後
如
有
増
置

田

産
。
並
在
燭
免
之
数
。
其

両
寺
得
免
和
買
役
銭
之
額
。
令
所
隷
官

司
。

各
与
消
諮
。
不
得
暗
予
其
他
。
人
戸
産

上
均
灘
。
如
違
許
被
害
人
戸

越
訴
。
兼
慮
其
他
寺
観
不
体
。
朝
廷
以
両
寺
係
祈
薦
去

処
。

及
有

元

降
指
揮
。
援
例
陳
乞
源
源
不
已
。
重
為
民

困
。
今
後
如
有
似
此
之
類
。

並
令
給
舎
緻
駁
。

戸
部
執
奏

不
得

放
行
。

〈
先
是
臨
安
府
言
上

天
竺

霊
感
観
者
教
寺
進
状
乞

下
臨
安
嘉
興

平
江
府
。
紹
興

二
十
四
年
已
降

指
揮
。
将
本
寺
和
買
役
銭
保
正
役
。

次
及
科
敷

並
与
燭
。
既
得
旨
依

而
径
山
興
聖
万
寿
禅
寺

。
援

以
為
請
。
亦
復
従

之
。

臣
僚
言
謂
。
所

降
指
揮
。
但
涯
然
燭
免
。
初

無
限
則
其
弊

必
至
。
隠
寄

別
人

田
産
積

久
不
已
。
所
免
愈

多
。

則
他
人
受
害
愈
重

。

故
有
是
詔

。〉
十

二
年

正
月

四
日
。
詔
令
封
椿
庫

於
見
椿
管
度
牒
内
支
擾

一
十
道
。
付
上
天

竺
寺

変
売
価
銭
。
専

充
修
造
殿

宇
使

用
。

〈
以
持
僧
善
月
言
。

本
寺

係
是
朝
廷
祈
疇
去

処
。
殿
宇
継
渉
年
深
。
多
有
推
損
。
今
重
行
修
換
。

乞
衿
鞍
給
賜
。
故
有
是
詔
。〉

(
21
)

〔
宋
史
〕
巻

=

二
で
は
、
前
記

の
橡
か
に
、
真
宗
代

に
、

一

二
月

二
日

の
承
天
節

に

前

一
月
。

百
官
内
職
牧
伯
。
各
就
仏
寺
修
斎
祝
寿
。
罷

日
以
香

賜

之
。

と
仏
寺

の
行
事

の
あ
る
こ
と
を
伝

え
、
景
徳

二
年

(
一
〇
〇

五
)

に

は
、
僧

道

に
紫
衣

を
賜

わ

っ
た
こ
と
を
記
す
。

た
だ

し
、
建
炎
元
年

(
一
一
二
七
)

の
天
申
節

(
五
月
二

一
日
)

で
は
、
北
宋
末

の
混
乱

も
あ

っ
て
、

「
仏
寺

に
就

い
て
祝
寿

の
道
場
を
啓
散
す

る
を
止
む
」

る
旨

の
詔
が

下
さ
れ
た
と

い
う
。

こ
れ
は
多
分

一
時
的
な
も

の
で
あ

る
。

(
22
)

本

註
(
7
)
で
も
記

し
た
が
、
北
宋
代
、
各
地

の
寺
院

で
聖
節
が

祝

わ
れ
た
で
あ
ろ
う

こ
と
は
、

〔禅
苑
清
規
〕
巻

一
〇

「
百
丈
規
縄

頬
」

に
よ

っ
て
も
知

ら
れ
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ぽ
、

一
、
聖
節

を
開
啓

す
る
道
場

に
遇

わ
ば
、
或

は
起
離
し

て
雲
遊

せ
ん
と
欲
す
れ
ど
も
、
須

ら
く

一
次
殿

に
上

っ
て
看
経
を
候

っ

て
方

に
前
み
去

る
べ
し
。
自

ら
軽
易
す

る
こ
と
な

か
れ
。
福
田

衣
下

の
客
、
古

よ
り
征
癌

を
免

る
。

こ
れ
祈
薦

に
よ
る
に
あ
ら

ざ
れ
ば
、
何

の
縁

あ

っ
て
か
聖
朝

に
答

え
ん
。
叢
林
、
聖
節

に

逢

わ
ば
、
輪

次

に
看
経

に
預

り
、
事
詑

っ
て
方

に
前
み
去
れ
。

恩

に
酬

ゆ
る

に
自

ら
軽

ん
ず

る
こ
と
な
か
れ
。

(
鏡
島

等

〔
訳
註
禅
苑
清
規
〕
や

。。
巳
)

と
あ
る
。
か
く
し
て
皇
帝

の
膝

元
開
封

で
は
、

十
月
十
日
は
天
寧
節

で
あ

る
。
そ

の

一
ヵ
月
前

か
ら
、
教
坊

で
は
妓

女
た
ち
を
集

め
て
音
楽

の
稽
古
が

は
じ
ま

る
。
八
日

に

な
る
と
、
枢
密
院

で
は
修
武
郎
以
上

の
武
官
を
引
率
し

て
、
ま
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た
十

日
に
は
尚
書
省

で
は
宰
相
と
執
政
が
宣
教
郎
以
上

の
文
官

を
引
率

し
て
い
ず
れ
も
相
国
寺

に
参
詣
し
、
聖
寿
を
祈

る
結
願

の
祝

い
を
し
て
、

お
斎
が
出

る
。
そ

の
あ
と

で
尚
書
省

に
赴

き
、

そ

の
正
庁

で
賜
宴

に
あ
ず

か
る
。

(
入
矢

義
高

・
梅
原
郁
訳
注

〔東
京
夢
華
録
〕
や

9。O
心
)

と
、
r
祝
聖

の
様

子
を
伝
え
、
ま
た

・〔
夢
梁
録
〕
巻

三

の

「皇

帝
初

九

日
聖
節
」

で
も
、

四
月
初

九
日
は
度
宗

の
聖

日
な

り
。
尚
書
省
、
枢

密
院

の
官
僚
、

'明
慶
寺

へ
詣
ず

る
こ
と
前

の
如

し
、
云

々
。

と
、
〔夢
華
録
〕
と

ほ
ぼ
同
内
容
を
伝
え
る
。
注
意
し
て
よ

い
の
は
、

南
宋

に
お
け

る
明
慶
寺

の

位
置

で
あ

ろ
う
。
〔威
淳
臨

安
志
〕

巻

七

六
で
は
、
明
慶
寺

は
、
木

子
巷

の
北

に
在
り
。
唐

の
大
中

二
年
、
僧
景
初
、

建

て
て
、
霊
隠
院
と
為
す
。
大
中
祥
符

五
年
、
今

の
額

に
改
む
。

な
ぞ

駐
睡

を
中
興

し
て
東
京

の
大
相
国
寺

に
視
ら
う
。
凡
そ
朝
廷

の

雨
陽
を
疇

る
と
き

は
、
宰
執

百
僚
、
建
散
す
。
聖
節
道
揚
も
威

く
在

り
、

云

々
。

と
し
て

い
る
。
右

を
度
宗
代

ま
で
の
記
事
と

み
れ
ば
、

こ
こ
で
も

五

山
制
度

と
は
ま
た
別

の
、
国
家
と
寺
院

の
関
係
を
予
想

せ
し
め
る
。

特

に
明
慶
寺
が
大
相
国
寺

に
比

さ
れ

た
と

い
う

の
は
注
目
し

て
よ
い
。

(
23
)

〔宋
代
史
年
表
ー
南
宋
1
〕
や

一
δ

〈
嘉
定
元
年
条
×

や

一
。。
9。

(
嘉
定
八
年
条

)。

(
24
)

小
論
中

で
も
記

し
た
よ
う
に
、
霊
隠
寺
は
皇
太
后

の
賜

銭
に
よ

り
買
田
、

さ
ら
に
免
税

の
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
が
、

五
年

も
し
な

い

う
ち

に
免
税

の
申
請

が
呈
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
ヴ
何

ら
か
の
理
由

で

免
税
措
置
が
と
り
消
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

つ
ま
り
皇
太
后

の
権
威

さ

え
も
、
場
合

に
よ

っ
て
は
行
わ
れ
な
か

っ
た

の
で
あ
る
。
課
税

・
免

税

は
ま
さ

に
権
力
側

の
都
合

に
よ

っ
た
の
で
あ

る
。

(
25
)

こ
こ
で
は
、
祝
疇
を

め
ぐ

っ
て

の
み
論

を
展
開
し
た
が
、
熊

伯

履
編

に
な

る

〔
相
国
寺
考
〕

(
一
九
八
五
年

、

中
州
古
籍

出
版
社
)

が
指
摘
し

て
い
る
よ
う

に
、
北
宋

の
皇

室
と
大
相
国
寺

の
関
係

は
、

観
賞

(
例
え
ぽ
上
元
節
)
、
巡
幸
、
祈
報

(
祈
雨
、
祈
雪
な
ど
)
、
恭

謝
な
ど
を
中
心
と
な
さ
れ
、
特

に
皇
帝
と

の
関
係

か
ら
み
れ
ば
、
先

の
聖
節

の
ほ
か
、
病
気
や
忌
日
な
ど
も
祈
薦

の
対
象
と
な

っ
た
と

い

う
。
ま

た
群
臣

に
よ
る
宴
や
追
薦
、
進
士

の
題
名
、
官

僚

に
よ
る
簡

閲
も
あ

っ
た
と

さ
れ

る

(や

○。
O
)
。

こ
の
傾
向
が
南

宋
で
も
継
続
し

た
で
あ

ろ
う

こ
と

は
、
本
注

(
21
)

で
も
引

い
た
明
慶
寺

に
関
す
る

記
事

か
ら
も
推
測

し
う

る
。


